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ニホンジカ個体数増加の
背景と原因

ふるたきみと

古田公人
東京大学大学院農学生命科学研究科

森林動物学研究室教授

1943年生まれ｡農学博士｡林業試験場(現
森林総合研究所）を経て現職。森林昆虫を中
心に森林保護の研究を行っているが，環境倫
理など人間と自然とのかかわりについての論

文も多数。著書は『森林をまもる』（培風
館)、r相性』（共著東京大学出版会）など。

●はじめに

蕊
シカの個体数増加に伴うさまざまな問題が各地で生じている。個体数増加の原因

としては捕食者の不在が重要であろうが，そのほかに狩猟圧の低下(5，8．9)，森

林伐採(3，5),暖冬(6)，中山間地域からの人間活動の後退(5)などが挙げられてい

る。具体的に例を見ると，神奈川県丹沢山地では森林伐採に伴う食物条件の向上と

狩猟の禁止(2)，栃木県と群馬県にまたがる日光･利根地域ではそれに加えて暖冬の

影響(朝)が指摘されている。いうまでもなく，個体数の増減は出生率と死亡率とで決

まり，栄養条件の改善は出生率を高め，気候・栄養条件の悪化，狩猟圧は死亡率を

高めると考えられるため，個体数の増加はこれらの要因によるとされてきた。しか

し肝心のシカの生息個体数の調査は不十分で，したがって増加の原因も特定の例を

除いては推測の域を出ないのが実情であり，違った観点からの議論が必要である。

本論は，高柳(8，9)からの全国オスジカ狩猟頭数，森林伐採面積，植林面積，狩

猟免許所持者（交付）数，農林水産省統計の林業就労者人口，農家人口，1人1日

当たりエネルギー供給量,農業用電力消費量,房総半島のシカ個体数(Z),神奈川県

の狩猟者登録件数とオスジカ狩猟頭数(おのおの1955年以降5年ごとの概数）を用

②－林業技術No.7242002.7
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図①房総半島のシカ個体数の変化

い，列島のシカ個体数が増加した背景を考えてみたい。

●シカの増殖能力
シカが潜在的に持つ増加能力の大きさを考えるには，環境条件が好適な所での個

体数の変化が参考になる｡その例として1980年からほぼ5年ごとに調査されている

房総半島のシカを取り上げ，個体数の対数値を図①に示した。個体数の推定方法が

一定していないという問題はあるが，概略はわかる。

シカ分布域が人間の生活域と重なる程度の高い房総では，シカは第二次大戦後に

は激減したとみなされているが，1961年以来狩猟は禁止され，有害獣としての駆除

も1986年までは行われていなかった(I)｡1980年から，有害獣駆除|淵始3年後の

1990年までの年増加率は0.218で，北海道洞爺湖中島での0258という数値(_Z)に

近い。房総半島では個体数の増加した時期に特に森林伐採が活発であったという事

実はなく，もともと温暖な土地で暖冬の影響も考えられない。したがって食物が十

分にあって個体数が少なく，天敵や狩猟の影響が小さければ，森林伐採や暖冬の影

響がなくてもわずか4年で2倍以_上に増加しうることがわかる。他方，有害獣駆除

開始後の1990年から1995年の年増加率は0.017である。有害獣駆除は個体数増加

を抑制している。

●狩猟頭数

全国のオスジカ狩猟頭数,狩猟免許交付数,森林伐採面積,100免許交付数当たり

のオスジカ狩猟頭数の40年間の変化を図②に示した。それによれば,狩猟頭数はほ

ぼ増加を続け，特に1975年ごろからの増加は顕著である。免許交付数は1980年ご

ろまでは増加した力:，それ以後は減少に転じシ狩猟頭数との間に一定した関係は認

められない。森林伐採面積は狩猟頭数と反比例する形で減少している。

免許交付数当たりオスジカ狩猟頭数は，狩猟の条件が一定であれば，狩猟の対象

林業技術No.7242002.7-⑬
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図②全国のオスジカ狩猟頭数，免許交付数，100免許当たりオスジカ狩
猟頭数，森林伐採面積の推移

となりうる個体数に比例すると考えられる。狩猟の条件には狩猟者数，狩猟方法，

統計の取り方などが含まれるが,今回取り扱っている資料の多くがそろう1965年以

降については，問題となるものは狩猟人口であろう。しかし，狩猟人口の指標であ

る免許交付数は年度間で最大21倍の変化で,免許交付数当たり狩猟頭数が7.93倍

もあるのに比べて明らかに小さい。免許交付数当たり狩猟頭数はシカの生息個体数

にほぼ比例するとみなしてよいであろう。

全国と，シカの研究が進んでいる神奈川の100免許当たり狩猟頭数を対数変換し

て図③に示した｡全国では1975年以前と以後でその動向は異なり，1975年以前は比

較的安定していたが,1975年からは顕著な増加傾向にある｡全国の1975年からの年

増加率は0.104,神奈川が(1970年から)0.095である。全国の値は1975年ごろか

ら7年で2倍になる程度の速度を意味しており，生息個体数もこれに近い速度で増

加したと考えられる。神奈川でも同じような割合で増加したと考えられる。

●農山村の人間活動の動向
免許当たり狩猟頭数と全国の林業活動（森林伐採面積，植林面積，林業就労者

数)，農業活動（農家人口，農業用電力使用量)，国民1人1日当たりのエネルギー

供給量（畜産物，油脂，米）との相関係数を表①に示した。

まず，1955年以降であるが，森林伐採面積と有意な負の相関がある。資料がそろ

う1965年以降については，林業就労者数，農家人'．と有意な負の相関があり，農業

用電力使用量と有意な正の相関がある。シカ個体数が増加した1975年以降を見る

と，森林伐採面積，林業就労者数，腱家人口と有意な負の相関があり，農業用電力

使用量，畜産物供給量とは有意な正の相関がある。神奈川の場合もほぼ同様である。

林業就労者数と農家人口の減少(r=0.962),林業就労者数と伐採面積には相関が

ある(r=0.929)。農業用電力使用量と伐採面積(r=-0.978),畜産物供給量と農家

人口(r=0996)も同様である。だから，林業活動の後退と並行して農家人口の減

④一林業技術No.72420027
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図③全国と神奈川の100免許当たりオスジカ狩猟頭数の変化

表①毎年のオスジカ狩猟頭数と林業活動，農業活動，国民1人1日当たりエネルギー供給量との相関係数

狩猟頭数|森赫伐採衝續
100免許当たり

檀林面積|卿崇就労書数|晨家人ﾛ|蕊電力
畜産物

供給鬘
油脂供給＝ 米供給鬘

駕綿猟頭数I,,|-0"
1955～1995

-0.659 -0.554 -0.664

1965～1995

全国狩猟頭数値）
-0.732 -0629 -0.809* -0.756*’0.76＊ 0.5951-0.630.731

蝋守猟頭数側'-0983‐
1975～1995

-0.906聯－0843 -0.938＊ 0.897* 0.901＊ 0730 -0.822

1975～1995

神奈川狩猟頭数(4)
-0934 －0945 -0.972鞭 -0969¥ 0962職 0873 -0.8880.919

(1)n=9,E)n=7,Gn=5,M)n=4

少，同時に農業の施設化が生じていることがわかる。また，農家人口の減少は農地

の粗放化や放棄につながり，農業用電力消費量の増加は農業の施設化を意味するが，
しさ

ともに野外の農業活動の低下を示唆す診る。こうした野外の人間活動の低下はシカの

生活圏の拡大という形で分布を広げる一因となったと考えられよう。

人間とシカの関係を考えるとき，シカが持っていた食物としての役割を無視する

ことはできない。免許当たり狩猟頭数は1人1日当たり畜産物エネルギー供給量と

比例しているが，油脂や米エネルギー供給量とは有意な相関はない。このことはシ

カ肉と競合関係にある畜産物供給量の増加が個体数増加の誘因であることを示唆す

る。この点に関する資料は神奈川県の「丹沢大山自然環境総合調査報告書」に見る

ことができる。それによれば，丹沢周辺では藩政時代から害獣駆除としての鉄砲に

よるシカの狩猟が行われ，獣肉を換金のため江戸に出荷していた(7)。また，

1950～60年代には地元民による半職業的な密猟が横行し,1960年ごろまでは半ば公

林業技術No.7242002.7－③



然と行われ，シカ肉が食されていたという(2)(地元民による半職業的，半ば公然と

したものを密猟と称すること自体が矛盾であり，入り会い的狩猟と呼ぶべきである

が，ここでは資料に従って密猟としておく）。丹沢では1955年にはシカ個体数は50

頭以下のレベルに低下した後,57年に200,58年に20～25の密猟があったとされて

いる(2)。2年間で50頭以下から200頭以上に増えたことになる数値そのものは信

頼できないが，密猟が無視できないほど大きかったことは事実であろう。

密猟はオスジカだけではなくメスジカをも対象とするため，個体群に与える影響

が大きいと考えられる。個体数を50(雌雄同数)，シカは5年生きてから死亡し，メ

スの80％が仔を産むと仮定すると，毎年20頭が生まれ，10頭が死亡することにな

る。そのままなら個体数は年増加率0.21で増加する。しかし，もし10頭が密猟(雌

雄同数）されれば翌年の個体数は50のままとなる。12頭密猟されるなら48頭，そ

の翌年は45頭になる｡個体数が少ない場所での密猟は個体群に致命的な影響を与え

ていたと考えられよう。

●まとめ

全国的なシカの個体数増加は1975年ごろから始まり,①森林伐採面積とは負の相

関があり（1年分だけではなく10～15年分の累積面積も同様),森林伐採が個体数

増加の原因とは考えられない。②1980年以降,狩猟免許数は減少したが,狩猟頭数

そのものは増加している。そもそも個体数増加の原因として狩猟圧（それはオスジ

カを意味する）を考えることは不適切であろう。③シカ個体数は林業活動，農家人

口に反比例して，他方，農業用電力消費量や畜産物供給量に比例して増加している。

人間活動の退潮に伴ってシカの生活圏の拡大があったところに，密猟，特にメスジ

カのそれが衰退し，個体数が増加する要因となったという仮説を提唱したい。

〔完〕
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先日，日本学術会議木材学研究連絡委員会の主

催で，“ナノ構造体としての木材"と題するシンポ

ジウムが開かれた。総合科学技術会議がこれから

の最重要な技術開発課題の一つとして取り上げて

いるナノテクノロジ一について，木材からどうい

った提案ができるのか考えてみようという趣旨で

ある。

ナノはナノメートル,すなわち’0億分の｜メー

トルのことであり，原子や分子の大きさのレベル

に該当する。ナノそのものは長さの単位であるの

で，この極微の世界を対

象とするナノテクノロジ

－では，高速情報処理，

原子や分子レベルからの

新材料，高エネルギー効

率の電池，高性能の医療

診断，高水準の汚染物質

の除去，など広範な分野

からの技術開発に期待が

集まっている。ナノ粒子

を用いたカラープリンタ

ーや分離効率の高いフィ

ルターなど実用段階にあるもの以外に，分子コン

ピューターあるいはマイクロマシンによる医学療

法など,開発目標が'0年後,20年後に設定されて

いるものもある。

先ほどのシンポジウムでは，木材細胞壁のナノ

構造の形成メカニズム，木材のナノ構造と物性と

のかかわり，天然セルロースからのナノエ学材料

の開発などの話題が提供された。木材の細胞壁で

は，セルロース結晶の集合体であるミクロフイブ

リルが周到に設計されたかのように配列しており，
すき凄じゅうてん

これを相互につないだり隙間を充填するように，

ヘミセルロースやリグニンが存在している。ミク

ロフィブリルそのものがナノメートルの寸法であ

る。このミクロフイブリルの配列の仕方や充填物

質の存在様式によって，木材の強度ばかりでなく

水分変動に伴う変形挙動までが影響を受ける。

また，木材を構成する細胞の壁にはピットと称

される穴が存在するが，この穴を開閉している弁

とそれを支えている網目膜の形や状態によって，

木材の乾燥性や薬剤注入

藤堂
材である。炭素原子がサッカーボール状に連なっ

たフラーレンや円筒形のナノチューブと称される

ものが，熱や電気の伝わり方が千変万化する夢の

新素材として注目されている｡最近,木炭中にもフ

ラーレン構造体やナノダイヤモンドといわれるも

のが見つかった。天然の素晴らしいナノ構造を持

つ木材からも，新素材開発を目指すナノテクノロ

ジ－が始まっている。
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●今月のテーマは「木造校舎」です。子どもたちが一日の大半を“生活”

する場としての機能を重視して校舎を考えよう，と主張される安藤氏の諭

稿を筆頭に，建て替え期にさしかかるなか，子どもたちの学習環境づくり

に木材に注目された文部科学省の施策，国産材利用の一つの重要な場面と

考え取り組まれている林野庁の施策をご紹介いただき，さらに，木造校舎

を快適と感じた小学生自ら，全国にはどれくらいの木造校舎があるのかを

調べていくなかで，さまざまな発見と驚きを体験したという，その指導に

あたられた先生による奮闘記の4本をご紹介します。

今月のテーマ 木造校舎に注目

地域力を引きだす

木の学校づくり

あんどうぐにひろ

筑波大学芸術学系教授安藤邦廣

木の学校づくり

学校教育の多様化が進むなかで，木の学校づく

りが見直されている。木という素材が柔らかく温

もりのある居住環境をつくることができることに

加え，地域の風土と文化に即した学校づくり，あ

るいは地場産業を生かした学校づくりができない

かという視点に立った場合に，木造建築の持つ可

能性が大きく開けてきたというわけである。この

ような考え方は，戦後一貫して進められてきた中

央主導の学校施設の計画と建設から，地域主体の

学校づくりへという時代の転換期に重なって現れ

てきたものである。その意味では今日の木の学校

づくりには，地域主体の学校づくりという課題に
こた

応えているかという問題意識が問われることにな

る。木という日本人になじんだ素材にあらためて

向き合うときに，地域の文化あるいは地域力とで

もいうべきものが見えてくるのではないか。ここ

ではそのような意味で取り組まれた近年の木の学

校づくりを紹介しつつ，その意義と課題について

考えてみたい。

⑬－林業技術No.7242002.7

地域の伝統文化を生かす

学校施設のなかでも，特に小中学校は，成長期

にある子どもたちが一日の大半を過ごす場所であ

ることを考えると，そこは子どもたちが学ぶ場所

である前に，まず生活する場所であるという視点

が重要だ。したがって，学習効果を｣二げるための

設備を充実することも必要だが，子どもたちの心
はぐく

身の健全な成長を育む場としてふさわしいことは，

学校施設に求められる最も基本的な要件となる。

この場合に，学校施設を地域の伝統文化に即して

つくる方法が有効である。ところで，日本の木造

文化の特徴の一つは地域的な多様性にある。それ

はシ日本列島の多様な気候風土に適応してきた結

果であり，そしてまた，日本列島にさまざまな暮

らし方があることを物語っている。このような地

域独自の暮らしの器として地域の民家があり，そ

こには時代を超えて受け継がれてきた暮らしの形

力:備わっている。子どもたちの生活の場として，

これを基本に据えた学校づくりは，子どもたちに

地域文化への理解を深め，誇りを持つ人間として

成長する場を与えることができる。その一つの事
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▲②冬の雁木

軒まで降り積もった雪をよけ，開口部を守る。雪に

包まれて雁木はさながら，かま〈らのようなものとな
る。子どもたちに冬のかっこうの遊び場を提供する。

▲④初夏の雁木
立ち並ぶ丸太の柱は子どもの遊びのよりどころとなる。

けんろう

例として秋田県の横手市立栄小学校が挙げられる。

横手市は日本有数の豪雪地帯であり，と同時に

かまくら祭りで知られるように雪国の文化豊かな

町でもある。栄小学校は横手市の郊外の出園地帯

に位置する小さな小学校で，地域文化と地場産業

の振興を掲げる市政に基づいて木造で改築される

ことになった。旧校舎で雪下ろしの負担に悩まさ

れてきた父兄と学校側の強い要求で，雪下ろしを

しなくても済む堅牢な構造が求められた。校舎の
がんぎ

外周部に巡らされた雁木は積雪から開口部を守り，

屋根からの落雪を受け止める装置で，雪国の民家

に発達した構法を応用したものだ。この雁木は春

から秋にかけても日よけや雨よけともなり，子ど

もたちに自由な活動の場を提供して，戸外に解放

する。

林業技術No.7242002.7-⑨



▲⑤能代市立崇徳小学校外観
棟持ち柱に使われた秋田スギが印象的。

地場産業を生かす

木材産業を地場産業とする地域において，木の

学校づくりはあらゆる意味でその活性化を図る機

会となり得る。低迷する木材需要を打開するうえ

でも，また，新しい木材利用を模索するうえでも

重要な事業となっている。木の学校づくりが見直

されるなかで，林産地域でいち早くその優れたモ

デルを提示できれば，都市部にも木の学校づくり

の波が及び，地場産業の振興に大いに寄与すると

いうわけである。一方で，学校側にとっても地域

の木材を活用し，地域の技術が発揮された学校づ

くりは地域学習や環境学習の生きた教材であり，
おの

子どもたちが誇りとする学校が自ずと生まれる。

日本を代表する林産業の町である能代市は，こ

のような意図で木の学校づくりを積極的に展開し

ている。その一つ崇徳小学校では秋田スギを生か

した学校づくりがテーマで，構造材のほかに床や

壁や天井に現代技術で加工された秋田スギがふん

だんに使われた独自の内部空間をつくりだしてい

る。スギは軟らかく温もりのある素材として子ど

もたちを育む環境をつくるに最もふさわしい内装

材の一つであるが，一方で傷つき汚れやすいとい

う難点もある。そこでスギを圧熱加工した床材やシ

浮づくり仕上げを施した壁材を開発して試みてい

⑩－林業技術No.7242002.7

▲⑥図書室

床は圧熱加工したスギの新商品。スギ
でありながら適度に堅く汚れにくい。

る。これはスギ材の新しい可能性を広げる試みで，

学校が試作の機会であり，子どもたちはそのモニ

ターというわけだ。また，秋田スギの丸太を効果

的に用いることで，柔らかく，伸びやかな空間を

つくっている。

長野県楢川村は木曽のヒノキとナラを資源とす

る木工の村である｡地域住民の70％が木材関連産

業に従事し，子どもたちの親の多くは木工や漆の

職人である。ここでもその地場産業を生かした学

校づくりが計画的に進められている。その一つ贄

川小学校は木曽ヒノキを枝付きのまま柱として利

用した斬新なデザインで注目を集めた。これは各

教室の窓側，サンルームとの境に立つ柱で，登り

木と呼ばれる。子どもたちはこの柱に抱きつき登

り上がる。そのとき，自分たちの暮らしを支える

親のようなヒノキを実感することだろう。このよ

うなヒノキの使い方は林産地域ならではのもので

あり，ほかにまねができない。また，学習机を地

元産のナラ材を用いて技術開発を試みた。そのデ

ザインには地元の先端技術企業と連携して取り組

んだ結果現代感覚に合うデザインが開発され，

この学校にとどまらず流通品として広く販売され

て好評を博している。この例のように，子どもた

ちに優れた居住環境を提供すると同時に新しい商
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▲⑦楢川村立贄川小学校外観

▲⑨学校づくりの中で開発されたナラ材の学習机
賛川小学校だけでなく全国に流通する商

品となり，グッドデザイン賞を受賞した。

あるが，一方で経験が途絶えたことによる問題点

も少なくない。その第一は，木材の調達が公共事

業の単年度決済に間に合わないことである。学校

施設には大量の木材を安い単価で用意できるかど

うかが成否のカギとなる。林産地域といえども適

切な時期に伐採され，適度に乾燥した木材を単年

度にそろえることは至難の業であろう。構造材に

人工乾燥材を用いることや集成材への依存はコス

トの点で折り合わない。これはやはり，事前に計

画的に木材を調達する仕組みの整備が不可欠であ

る。ここで取り上げた事例は，前年度に予算を計

上したり，あるいは地元の森林管理署や森林組合，

木材組合と事前に十分協議し，準備した結果でき

上がったものである。文部科学省はこのような点

を考慮して，木造に限っては小規模でも複数年度

にまたがる整備計画を認めている。木の学校づく

りは単年度決済という公共事業の習慣をぬぐい去

り，設計と木材調達に1年，施工に1～2年をか

ける気長な計画が必要だ。そのことが木材の持つ

特性を生かした耐久力のある木の学校を適切な価

格でつくるうえで，最も重要な点である。

木の学校づくりは地域の力が結集されて初めて

なし得る。そして，じっくりと時間をかけてつく

られた木の学校は，地域社会のシンボルとして愛

され，末長く使い続けられることであろう。

蝿
桴
鍾
篤

堂

▲⑥教室の登り木

枝付きのヒノキ丸太。子どもた

ちは競い合うように登り上がる。

品開発につながれば，多少の予算投資は簡単に回

収できる。林産地域での取り組みの好例と言える。

木の学校づくりは時間をかけて

木造校舎の伝統が戦後の近代化，都市化のなか

で途絶えて30年以上を経過した｡今,木材資源の

回復とともに，再び木の学校づくりが始まった。

その意義についてはこれまで述べてきたとおりで I ｝
筆者E-mail

ankuni@geiiutsu.tsukuba.ac.jp
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学校施設への木材使用

促進について

たひろ

田大
勢
宮
田

し
士
心文部科学省初等中等教育局施設助成課調査・指導係長

▲木の特性を生かすよう考えられた木造校舎(新潟県五泉市立橋田小学校）

を育成するため，教育内容・方法等も変化してき

ており，これに伴って，学校施設の整備において

も，教育内容等の多様化に対応した施設づくり，

児童生徒の学習や生活の場としてふさわしいゆと

りと潤いのある施設づくり，地域の多様な学習活

動を積極的に支援できる施設づくりなどの，特色

ある学校づくりに重点が置かれるようになってき

ました。

今後，児童生徒急増期に建設された大量の建物

が一斉に改築や大規模改造の時期を迎えることと

なります。文部科学省では，都道府県教育委員会

等に対し中長期的な整備計画を立て，各年度にお

ける事業の平準化を図るよう依頼しているところ

であり，これを機に，特色ある学校づくりが全国

木造施設の現状

①学校施設の整備状況

戦後から昭和50年代前半までの学校施設は,戦

災復興や新制中学校の発足，さらには，ベビーブ

ームや社会増による児童生徒の急増等に対応する

ため，主として教室不足の解消に重点を置いて整

備が進められてきました。また，火災や地震等に
けんろう

対する安全性を確保するため，建物の不燃堅牢化

が重要視され始めた時代でもあったことなどから，

結果として画一的な鉄筋コンクリート造の建物を

全国に大量に生みだすこととなりました。

しかし，近年では，社会情勢が急速に変化する

なか，社会の変化に柔軟に対応できる子どもたち

⑫－林業技術No.7242002.7



各地で実施されることを期待しています。

②学校施設への木材の使用

木材は，建築材料として火災に弱い，腐りやす

いなどの弱点はあるものの，柔らかで温かみのあ

る感触や室内の湿度調節機能を有するとともに，

天然素材のままであれば有害な化学物質が発生し

ないなど，快適性．安全性を高めるうえで優れた

性質を備えています。特に仕上げ材として，その

素材の持つ特徴を生かした使い方をすれば，温か

みと潤いのある教育環境づくりに一層効果があり

ます。

また，大断面集成材の普及により，大空間を構

成する構法が確立されるなど，建築技術の進歩に

よって，木造でも多様な形態の施設づくりが可能

となってきています。

さらに，地域材を使用すれば，地域の風土や文

化，産業に即した施設づくりが可能となります。

このように，木材を使用することの効果が極め

て大きなものとなってきていることなどから，今

後とも，木造，あるいは内装材等に木材を使用し

た学校施設の整備推進を図っていくこととしてい

ます。

③木造施設の推移

このようなことから，公立学校施設においても

木造で整備される事例が増えてきており，特に大

断面集成材の使用が可能となった昭和62年以降，

比較的規模の大きい木造施設が多く整備されるよ

うになってきています。

④内装等への木材使用状況

学校施設の内装材といえば，かつてはPタイル

の床にペンキの壁が主流でしたが，近年では，内

装等に木材を使用する事例も増えてきています。

新しく整備される施設においては，床材の8割以

上，内壁材の9割以上で木材が使用されています。

木材利用促進についての

具体的な方策

文部科学省においては，義務教育諸学校施設費

国庫負担法等に基づき，公立の義務教育諸学校の

施設の整備を促進するため，これらの建物の建築

▼木造の公立学校施設の近年の整備状況(文部科学省調べ）

左のうち千rYf
以上の学校数

整備年度 学校数 実施延面積

昭和59年度

60

61
62

13校

18

31

61

65

65

67

48

57

70

55

60

36

44

85

53

87
120

641m2

5759

18,281

33,122

41,567
55,219

62,384
44,057
51,550

77,603

58,771

80,831
43,877

47,861
76,734
47,671

71,188
66382

校０
２
５
８
６
７
４
８
９
８
２
１
３
７
１
２
７
１

１
１
２
１
１
２
２
３
１
１
３
１
２
２

開
元
２
３
４
５
６
７
８
９
扣
刑
陀
伯
中

平成

※小・中学校，高等学校および特殊教育諸学校の計

※学校数には体育館等学校施設の一部を木造化したものを
含む

に要する経費について国がその一部を負担するこ

ととし，もって義務教育諸学校における教育の円

滑な実施を確保することを目的として，公立学校

建物(校舎,屋内運動場等)の施設整備(新増改築お

よび大規模改造等)に要する経費に対し,国の負担

(補助)を行っています。

木材を利用する学校施設の整備に関しては，特

にそれを促進する観点から，次のような施策を行

っています。

①木材使用促進に関する通知の発出

学校は，児童生徒の教育の場であるとともに，

生活・活動の場でもあり，それにふさわしいゆと

りと潤いのある環境が整備される必要があります。

木材は柔らかな感触，温かみと潤いのある教育環

境づくりを進めるうえで大きな効果が期待できる

ものであり，文部科学省としても，学校施設に積

極的に木材を活用するよう，昭和60年8月20日

付けで,｢学校施設における木材使用の促進につい

て」を各都道府県教育委員会教育長等へ通知しま

した。さらに，平成8年12月26日付けおよび平

成10年1月23日付けで同趣旨の通知を行ってい

ます。
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▲床，壁，机，イス等に木材を使用した教室（秋田県五城目町立馬場目小学校）

平成10年度に,比較的規模の大きい木造学校施設

の整備に関する手引き『木の学校づくり－その構

想からメンテナンスまで一』と，優れた木造学校

施設や内装に積極的に木材を活用した学校施設に

関する事例集『あたたかみとうるおいのある木の

学校選集』を発刊しました。

⑥木材を活用した学校施設に関する講習会の実施

平成11年度より,手引きおよび事例集を基に林

野庁との共同開催による講習会を実施しています。

本講習会には，教育委員会や林務。営繕部局，森

林組合，設計事務所等から多数の方々が参加して

おり，引き続き，今年度においても実施する予定

です。これまでの実施県は次のとおりです。

平成11年度（秋田県，群馬県，鹿児島県）

平成12年度（北海道，栃木県，熊本県）

平成13年度（宮城県，兵庫県，宮崎県）

⑦｢心の教室の整備」のパンフレット作成

最近の児童生徒の問題行動等に対応するため，

教育相談やカウンセリングを行う「心の教室」を

平成10年度から緊急整備3カ年計画として実施

してきました。「心の教室｣は，温かみや落ち着き

のある雰囲気とするため，内装や家具等に木材を

活用することとしており、平成12年度までに

②木造建物の補助単価の引き上げ

昭和61年度に木造建物の補助単価の大幅な引

き上げを行い(68.6%UP),鉄筋コンクリート造

と同額としました。

③木の研修交流施設整備事業

わが国の伝統的な建築材料である木材を活用し

た温かみと潤いのある教育環境のなかで，児童生

徒相互，教師や地域の人々と児童生徒間の交流を

深め，たくましく心豊かな児童生徒を育成するた

め，昭和61年度に「木の研修交流施設整備事業」

を創設しました。内装等に木材を利用した宿泊施

設，和室，心の教室(カウンセリング室，教育相談

室等),専用講堂を整備するために要する経費の一

部を補助しています。

④木造校舎の国庫補助基準面積の改定

多様な教育内容・方法等に対応できるよう匡|庫

補助基準面積を改定するとともに，構造の違いに

よる補正係数の見直しを行い，木造建物について

は,鉄筋コンクリート造よりさらに10．3％増とし

ました。

⑤手引きおよび事例集の発刊

平成9年度から「木材を活用した学校施設に関

する調査研究」を実施し，この調査結果に基づき

⑭一林業技術No.7242002.7
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▲構造用大断面集成材アーチ構造でつくられた体育館（三重県宮川村立宮川小学校）

8,562校が整備されました。平成11年11月には，

木材を活用した整備事例について紹介したパンフ

レットを作成し，都道府県および市l11].村の教育委

員会へ配布しました。

③木造の場合の国債事業の拡大

木造で整備する場合，木材調達に時間がかかっ

たり，十分な乾燥期間を確保するため鉄筋コンク

リート造や鉄骨造に比べて工期が長くなることか

ら，木造の場合は小規模や低層でも国債で採択で

きるようにしました。

⑨｢地域材利用学校関連施設整備事業」の実施

平成14年度より，文部科学省の｢エコスクール

のパイロット事業」と林野庁の「地域材利用学校

関連施設整備事業」との連携を図り，内装等に木

材を利用して整備する学校施設を対象に，その幣

備に要する経費の一部について，林野庁から補助

を受けられるようにしました。

おわりに

学校は，児童生徒の学習の場であると同時に生

活の場でもあることから，それにふさわしい環境

づくりを行うことが重要であり，特に，子どもた

ちの豊かな心を育成するためには，温かみと潤い

のある学習環境づくりが必要であると考えていま

す。

木材は，温かみや潤いのある学習環境を整備す

るうえで極めて効果的な材料であることは，これ

まで述べてきたとおりですが，木材を使って整備

された学校に実際に入ってその効果を体験してい

ただければ，より理解が深まることと思います。

一方で，学校のような大規模な建物を木造にす

る場合の火災や地震に対する不安を抱く人がいま

すし，地域によっては，良質な木材が手に入りに

くい所もあります。

今後，一層学校施設において木材利用の促進を

図っていくためには，これらの点ができるだけ解

消されるべく，供給者の方々にも取り組んでいた

だきたいと思います。

I
筆者連絡先
盃03-3581－'938 1
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i今月のテーーマ＝ 木造舎校に注目用｡

学校を対象にした木材利用
促進について

かわとひでき

川戸英騎林野庁林政部木材課課長補佐

3(）イライラ

1
はじめに

般的疲労抑うつ状態
木材は軽くて丈夫で加工しやすく，古

くから使われてきた身近な資材です。ま

た，再生産が可能で，加工に要するエネ

ルギーが少ないなど，環境負荷が小さい

素材です。さらに，木材を適切に利用す

ることにより，森林を健全に維持してい

くために必要な，伐採，植栽，保育等の

サイクルを円滑に進めることができます。

こうしたことから，木材の利用を促進

するためにさまざまな施策が行われてい

ます。今回取り上げる学校への木材利用

促進もその一つです。子どもたちが一日

の多くの時間を過ごす生活の場としても

ふさわしい学習環境をつくるとともに，

子どもたちやそのご両親，先生方をはじ

め，地域の方々に木材の優れた特性を，

より深く理解していただくことをねらい

としています。

木材を利用した学校施設の特色

(1)人に優しい空間の創出

全国各地にある竣工10年以内の木造

校舎と，同一地域にある鉄筋コンクリー

ト造校舎等を比較した結果，木造校舎の

ほうが教師の疲労度や不登校児童などの

割合が少なかったという調査報告があり

ます(『木造校舎の環境が及ぼす教育効果

調査報告書』，（財)日本住宅,木材技術セ

ンター，平成6年6月)。

教lililiの疲労度は，「気がちって困る｣，

÷一

、、
1、ぃ

不安徴候 慢性疲労

身体不調気力の減退

意欲の低~ド

+RC造校舎◇内装木質校舎

小学校教師の蓄積的疲労特性

一木造校舎

▲図(T

イライラ

的疲労抑う

不安徴候 慢性疲労|， ｝
０
１
１

平
Ｉ

ｳ

一全一

身体不調気力の減退

意欲の低Ir

木造校舎+RC造校舎◇｜ﾉ1装水側校舎

▲図②中学校教師の蓄積的疲労特性

没料：「木造校舎の環境が及ぼす教育効果調斑報群詳｣、I1#11水住宅.木材技術セン
ター、，'た成6年6月（図①，②とも）⑯－林業技術No.7242002.7



▼表①木造小学校と

鉄筋コンクリート造小学校の欠席状況の違い

｢よく肩がこる」など80項目の疲労症状を示し，

あてはまる項目に○印を付けてもらう方法で調査

を行っています。小中学校の教師2,338名から回

答を得ており，それを分析した結果が図①，②で

す。木造校舎に勤務する教師

は，鉄筋コンクリート造校舎

衡料：「木造校舎の環境が及ぼす教育効果洲査報告叫｣,(IW旧氷住
宅・木材技術センター、平成6年6月．

す。木造校舎に勤務する教師

は，鉄筋コンクリート造校舎

に勤務する教師に比べ，疲労

の訴え率が少ないことがわか

ります。また，内装木質校舎

では，「抑うつ状態｣，「不安徴

候｣，「気力の減退」といった

精神的側面では鉄筋コンクリ

ート造校舎と同程度か若干低

い訴え率ですが，「一般的疲

労｣，『慢性疲労｣,｢身体不調」

といった身体的側面では，木

造校舎とほぼ同程度まで訴え

率が少なくなっています。

不登校児童などの割合は，

1年間の欠席者数などを養護

教諭に答えてもらう方法で調

査を行っています。小学校
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'年間の欠席者数などを養護・麓皐溌嘩雛競争熱蝿間臨懇鰈蓉駕鑿罵襲難購｣義路
教諭に答えてもらう方法で調・縦懸騨簸謹聴鯛繍職たのちも,織遣耐ヵ上支障ないもの(鉄筋ｺﾝ
査を行っています。小学校クリ－1､造と同等)。

準耐火建築物･･火災による45分間の加熱の問椛造耐力上支|嫌ないもの。
142校の養護教諭から回答を防火構造等,外壁の延焼のおそれのある部分を火災による30分間の加熱の間柵造耐力上支障な

いものとし，一定の屋根を用いたもの（土蔵造り，木ずりしっくい塗で瓦ぶき等)。
得ており，それを分析した結

▲図③学校の防火上の建築基準
果を表①にまとめてみました。

事故欠席者や不登校児童の割合，インフルエンザかめることとされています。このようにして，地

による学級閉鎖の発生割合が，木造校舎では鉄筋震や台風などに-|一分耐える木造校舎が建設されて

コンクリート造校舎の半分程度になっていることいます。

がわかります。防火基準の面からは，平屋または2階建てで，

自然素材である木材は，断熱性や調湿性に優れ延べ床面積が3,000m2以下（準防火地域では

ている，衝撃吸収力が大きくケガを防ぐ，紫外線1,500m2以下）であれば，柱を太くするなど一定

等の波長の短い光を吸収して目に与える刺激を小の工夫を講じた準耐火建築物などにすることで，

さくするなど，さまざまな特性を持っています。従来から木造の学校施設が建築できます（図③参

木材を使った学校施設では，これらの特性が相乗照)。

的に作用し，人を優しく包み込んでいることがう平成13年度公共施設状況調べによると,町村部

かがえます。の小学校でも木造校舎の面積は5％程度です。し

(2)強度や耐火性かし，これらの校舎の平均的な大きさは2,500m2

校舎には柱の太さなどの構造上の安全確保のた程度ですから，防火基準以外の理由で非木造校舎

めの基準があります。また，延べ床面積が500m2 を選択している場合が意外に多いのかもしれませ

を超える場合などは，構造計算により安全性を確ん（表②参照)。
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不喬校児童の割合

インフルエンザ|こよる
学級閉鎖の発牛害||合

事故欠席の発生率

木造校舎

16

27

190

鉄筋コンク
リート造校舎

…画■

5.8学級／百学級

400人／千人



▼表②公立小中学校施設の木造率等

延べ床面積
(zFm2)

設置学校数 うち木造
(¥m2)

木造率
（％）

－校当たり面穫
(m2)

小学校

校舎

「弓舌耐弼
23,719

9,623
22,912

84,838

23,991

17,753

1,846

1,103

3,577

2493

775

2.2

46

屋内運動場 不詳

中学校

《

全
口校 49,366

14,327

11,198

10,428

3,885

10,172

737

380

不詳

燗
”
｜
’

4,734

3,688

1,101屋内運動場

識料；『平成13年度公共施設状況調』．総務省自治財政局財務調査課，平成14年3月

木造床面積

(万m2)

120100806040200

非木造床面積

（万m2)

01．0002.0003.0004.0005．0006．0007000

26灘蕊 ８
７
４
７
１
１

戦前

581 昭和21～30年度

'1,298昭和31～40年度1041

311關溌溌溌 '4729昭和41～50年度

2'艤蕊 '6,39昭和51～60年度 7

昭和61～平成7年度54 2，727

23驚繍1 鯛708平成8年度以降

資料：「平成13年麓森林及び林業の動向に関する年次報告」 注：数値は平成12年5月1日現在

▲図④公立小中学校施設整備年代別床面積

また，学校施設では，建物の規模にかかわらず

内装に木を使うのには制限がありません。したが

って，校舎の規模などにより木造では建築しにく

い場合でも，天井，壁，床などに木材を利用する

ことができます。

公立学校施設の現状

公立小中学校の非木造建物のうち，20年以上経

過したもの(昭和56年以前に建築)が全体の約65

％，30年以上経過したもの（昭和46年以前に建

築)が全体の約23％となっており，こうした建物

は一般に大規模改造等や改築が要請されています。

しかも，昭和40年代から50年代の児童生徒急増

期に大量に建設された建物は，現行の耐震設計基

準ｶﾖ適用される前に建てられたものです。今後10

年から15年の間には，これらの建物が老朽化し，

耐震補強，あるいは改築を必要とする時期を迎え

ることとなります。

特に,木材利用の面からは,昭和40年代から50

年代に建設された公立小中学校では木造施設の面

積が1％にも満たないので，木造で建て替えるこ

とができる施設の割合は，他の時代に整備された

⑱－林業技術No.7242002.7



▼表③木材利用に関する事例集等

内容 連絡先タイトル

木造の学校施設および内装に積極的|こ木
材を活用した国内外の学校施設を紹介し
た事例案（平成10年4月発行）

社団法人文教施設協会
aO3-3669-6531

木の学校選集

｢木の学校｣を計画するにあたり，必要な

知識と技術をわかりやすく解説した手弓｜
き書（平成11年2月発行）

丸善株式会社
a03-3272-0521

木の学校づくり

学校やレクリエーション施設などさまざ

まな木造建築物を写真や図面で詳しく紹
介した事例集（最新刊平成14年3月発
行）

木材利用推進中央協議会
aO3-3580-0335

写真と図面で見

る「木」の施設

施設よりも多いと考えられます。学校施設の建築

にあたっては,竣工の10年以上も前から委員会等

を設置して検討を始めている例もあり，こうした

場へ，木材関係者から積極的に情報を提供してい

くことが望まれます（図④，表③参照)。

林野庁の主な取り組み

学校施設への木材利用を効果的に進めていくた

めには，文部科学省と林野庁の連携が重要です。

このため，平成12年10月に，文部科学省と林野

庁との間で「学校等施設整備における木材利用推

進連絡会」が設置されました。この連絡会で意見

や情報の交換を行いながら，次のような取り組み

が実施されています。

(1)木材を活用した学校施設に関する講習会

都道府県・市町村の教育委員会・林務部局およ

び営繕部局の担当者等を対象に，木材を利用した

学校施設の事例紹介，現地視察，施策説明などを

行っています｡平成11年度から毎年度3カ所で実

施され，累計で約1,800名が参加しました。

(2)地域材による学校関連施設の整備に対する支援

（地域材利用学校関連施設整備事業）

都道府県または市町村が地域材を用いて学校関

連施設等を整備する場合,事業費の1／2を補助す

ることとしており，平成14年度予算には742,338

千円を計上しています。具体的な事業内容は次の

とおりです。

①余裕教室を転用し，伝統文化活動施設や交流施

設など地域の公共施設として活用する場合の，

地域材を利用した内装の整備。

②地域材を利用した伝統文化活動施設，交流施

設，情報館など，地域住民も利用する学校内の

公共施設の整備。

③地域材を利用した部室，自転車置き場などの学

校周辺施設や遊具，ウッドデッキなど外構施設

の整備。

④環境を考慮した学校施設(エコスクール)のパイ

ロット・モデル事業による学校施設の整備を行

う場合の，地域材を利用した校舎の内装整備。

1’
筆者E-mail

hideki_kawato@nmmaff.go.jp

第3回世界水フォーラム「水と森林委員会」ヴァーチヤルフォーラム
「水と森林」会議室，日本語での投稿受付け［水と森林委員会事務局;胸日本林業技術協会内］
ヴァーチヤルフォーラムにおいては,英語の使用が原則とされており,会議室の機能として翻訳機能が付いています
が,｢WaterandFo｢ests」会議室事務局では，英語に自信がないけれどもぜひ意見を述べたいという方のため

に，日本語での投稿も受付けることとしました。
メールアドレスrmasahiko@Jaftao｢Jp」宛に日本語でのご慧見を投稿してください。

投稿された内容を私どものほうで英訳し，代わりに会議室に登録させていただきます。
なお，投稿されたご意見の採否については事務局の判断にお任せいただくようご了承願います。

また,英訳や会議の運営都合上,投稿文の趣旨を攪なわない程度に手を入れさせていただくこともありますので予め
ご了承ください。

※r水と森林委員会」の案内は，日林協ホームページ(http://www.Jafta□｢JD)でもご覧になれます。

お
知

ら

せ

林業技術No.7242002.7-⑲



旬里Lp』

木潰校金一ふ、
亘

溌混卿昴苧マ’ にノ 目雫島.､軽qPトー．:、、‘i P

小学生が調べた全国の木造校舎
鰯

嶋岬

f輪削“

鳥取大学教育地域科学部附属小学校副校長

たなかよしお

田中精夫

はじめに

私は,平成9年4月から平成14年3月まで,智

頭町立山郷小学校に勤めさせていただきました。

同校は明治8年の創立で,児童数45名の小規模校

です。山郷小学校を有する山郷地区は，鳥取県と

岡山県の県境に位置し，県内でも有数の植林地区

です。地区には国道373号線，鉄道の智頭急行力§

通り，参勤交代の史跡も残っています。古くから

山陰と関西・江戸を結ぶ交通の要所として，物資

の輸送とともに人々の往来でにぎわってきました。

山郷小学校(校長・加藤憲雄）は，昭和27年に

建てられた古い木造校舎の老朽化に伴い，平成9

年4月に新たな木造校舎を建築しました。校舎に

は，住民から提供された樹齢80～120年のスギ材

など，地元の木材がふんだんに使われ，足を踏み

入れると木の香りが漂っています。

烏取県内の木造校舎調べ

平成11年度,新教育課程試行の一環として，当

時の5年生児童が県内の木造校舎調べを行いまし

た。山郷小学校の自慢の木造校舎は，どんなとこ

ろが優れているのか。先生や家族に聞き，やがて，

建築した業者や，設計技師にまで尋ねて行くこと

になりました。設計技師から「建物は自分の生活

の近くの材料でつくりたい。山郷だから木造でつ

くりたかった。スギの木は軟らかいので傷つきや

すいが，足触りがよいのでケガをしにくい。日本

には昔からすばらしい木の文化がある。鉄，セメ

ントをつくるにはすごいエネルギーがいるけど，
と

木を育てるにはエネルギーがいらない。石油を採

ったらなくなるが，木はまた育てられる」という

⑳－林業技術No.7242002.7

お話を聞き，木造校舎の長所を知りました。そし

て，他の木造校舎はどうなのか，そこの学校のお

友だちはどう思っているのかに興味を持ったので，

調べてみることにしました。

調べてみると，県内の木造校舎は非常に少なく

13校でした。鉄筋校舎は156校。林業の礁んな智

頭町や日南町に多いこともわかりました。児童は，

温もりを感じる，木の香りがよい，落ち着く，転

んでもケガをしない，といったことを木造校舎の

よいところに挙げていました。

鹿野町や関金町などで，木造のよさが見直され

て，新築校舎を建てるとき，鉄筋校舎だけど，木

をたくさん使って建てられることを知って，ます

ます山郷小学校に誇りが持てるようになりました。

全国木造校舎調べ

校内発表会でこの話を聞いた当時の4年生5名

は，5年生になると「今度は全国の木造校舎を調

べよう」と研究を引き継ぎました。総合的な学習

の時間に「木の文化」を追求しながら，木造校舎

の特徴，意義を調べました。

〈児童の学習課題＞

★山郷小は何で木造校舎にしたのだろうか。

★全国にどのくらい木造校舎があるのだろうか。

★その割合はどうだろうか。

★木造校舎の多い県について何で多いのか。

★平成にできた木造校舎の割合はどうか。

鍵



★木造校舎と鉄筋校舎のどちらがいいか。

★環境と木造建築との関係はどうだろうか。

★木造校舎の小学校の特色は何だろうか。

★日本に森林はどれくらいあるのだろうか。

追求が始まる

平成11年度の調査で，鳥取県に13校の木造校

舎があることがわかりました。木造の小学校は林

業の盛んな地域の小学校でした。調査の初めは，

鳥取県でこのくらいだから，全匡|ではそれほど多

くはないだろう，比較的簡単にできるのではとい

う気持ちがありました。また，全国の木造校舎を

調べたデータもなかったので，新しい調査をやる

という楽しみもありました。

どうやって全国の状況を把握したらよいのか。

取りあえず県庁の森林行政担当課に照会しました

が，好ましいデータはありませんでした。次に県

教育委員会に照会したところ，ようやく全国の学

校建築関係部署の所在地一覧表を入手することが

できました。

47都道府県の所在地を基に，5年生全員で5人

の子どもが封筒書きをして，照会文を添えて発送

しました。自動的にデータが寄せられてくると恩

っていましたが，これがなかなかそうはいきませ

ん。期日までに返答があったのは3分の1ほど。

子どもたちは，各県の担当者にファックスや電話

で督促しました。この間，あて名に書いた自分の

名前入りで回答が寄せられるたび，子どもたちの

歓声が上がりました。着いたばかりの封を開けよ

うとしたらしかられるくらい，自分あての封筒を

この上なく楽しみにしていました。

データを基に，全国の木造校舎一覧表・分布図

を作成しました。最初，木造校舎は，人口の多い

地方が多いだろうという予想でしたが，予想に反

して木造校舎の割合が多かったのは，第1位が岩

手県，第2位が島根県，第3位が青森県，第4位

が秋田県でした。鳥取県は第11位で,沖縄県のよ

うに全くない県もあって驚きました。

沖縄県に木造校舎がない理由は，校舎建築に適

した木が少ない，台風に弱いという気候的な理由

のほかに，戦争の影響があるとわかりました。「戦

争があったことは知っていたけれど，校舎が全部

焼かれてしまったなんて｣｡身近に感じてショック

を受けた子どももいました。

データを見ながら，木造校舎の学校では木造校

舎のよさをどのように感じているのか聞いてみた

全国木造校舎数割合
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▼日本の木造校舎一覧表
平成12年10月現在
智頭町立山郷小学校調べ

剖合
(B÷A)

平成年間
建築校数

小学校
校数A

木造校
舎数B

部道府県名

北海道

背森県

塔手県

4％1,532
一

467

蝿
一
Ｗ 日

職
員
玄
関
前

21％ 皿
－
２
８
，
’
８
恥
４
’
９

483

470

325

377

591

594

439

357

842

869

1441

901

645

238

275

229

222

414

410

552

989

455

238

461

1,058

861

267

347

169

296

461

659

383

290

212

380

328

795

205

438

527

395

294

610

280

24，074

秘
一
班
一
峨
一
跳
一
跳
一
班
一
暁
一
螂
一
螺
一
甥

125
一

31県
一
県
一
県

城
而
一
形

寓
一
秋
而

48

弧
一
焔福島県

一

茨城県 を町に聞きました。

①「林業の盛んな智頭町の特性を生かし地場産

業を育成する｣。山郷は智頭林業の発祥の地であ

り，地元の大工さんの技が残っています。木を育

てることと山を守ることの大切さとともに，木の

温かさと香りを伝えるためです。

②「温かみがあり，ケガが少ない，体によい木

造建物を望む｣。ストレスがたまっても，木のにお

いをかぐことにより，気持ちが浄化されます。自

然の物だから心が落ち着きます。スギの木は軟ら

かいので足触りがよく，転んでもケガをしにくい

です。

③「l｣_|陰という気候･風土に適している｣。高温

の夏には湿気や熱を吸収し，冬には暖気を逃がさ

ず温度を調節してくれます。

全国一木造校舎の多い県は

「どの県に木造校舎が多く，どの県が木造校舎が

少ないか」を調べた児童は，単純に学校数で比較

するのではなく，割合で比較することに気づきま

した。その結果，岩手県に125校（割合25.9%)

も，島根県に67校(22.7％）も木造校舎があった

ことに驚き，その多いわけを追求しました。

EI本列島の地図帳を見て，岩手・島根の両県が

森林面積の多い地方にあたることがわかりました。

また，昔ながらの木造建物を大切に使っている地

方であることもわかりました。岩手県の都市部の

大規模校は，建築基準法の規制や敷地の制約があ

って木造建築が困難であり，鉄筋にすることが多

かったようです。しかしながら，森林の多い地域

では，木造校舎を建てることが多かったという話

を聞きました。島根県では，市町村の財政状況が

厳しいため，校舎の建て替えが進んでいないとい

う話も聞きました。
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いということで，子どもたちが任意に選んだ学校

に照会することにしました。また，データの中に

建築年代，建物の規模が書かれているものがあり，

典1床を持ったので，平成年代に建築されたものを

照会してみました。

木造にした理由

智頭町がなぜ木造校舎を建てたのか，そのわけ
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山郷小学校のように，平成にできた木造校舎は

どのくらいあるのか。その割合を調べようと再度

全国に照会した子どもは，全|玉|で163校も建てら

れ，なかでも東北地方では57校，九州では33校

も新築されていることを知り，近年もどんどん木

造校舎が建てられていることに驚きました。

木造校舎と鉄筋校舎とどちらが好きか

木造校舎より鉄筋校舎のほうが好きな人もいる

のでは，ということに興味を持った児童は，鉄筋

校舎である智頭小学校に赴き，5年生のクラス児

童にアンケートをして調べました。

43人の児童に木造と鉄筋のどちらが好きか聞

いたところ，意外にも，木造が好きと言った児童

が24人もいて驚きました。智頭小学校では,鉄筋

の建物は雨もりがしやすいこと，壁がはがれやす

く，廊下が滑りやすい。このため床にはジュータ

ンを敷いているなどの話を聞き，自分の目でも確

認して，鉄筋の意外な短所を知りました。

環境に優しい木造校舎

環境と木造建築との関係を調べた児童は，木材

は石油などと違い，木を植えて再生できること，

腐れば土になり，環境に優しい資材であり，リサ

イクル可能な資源であることが理解できました。

木造校舎の小学校の特色ある活動を調べた児童

ぐ
山
郷
杉
太
鼓
発
表
風
景

は，任意に選んだ学校からの回答をまとめました。

県外の児童も，木造校舎の好きな理由として木の

香り，温もり，転んでも痛くないなどの長所を挙

げていて，山郷小学校と全く同じ環境であること

を知りました。また，これらの学校が本校と同様

に小規模校であり，太鼓学習などを行っているこ

とを知り親近感を持ちました。

日本の森林

木造校舎の課題追求から発展して，日本の森林

に興味を持った児童は，全国の森林のうち，天然

林がおよそ1,300万ha,人工林がおよそ1,000万

haあることを知り,天然林のほうが多かったこと

に驚きました。

児童は，それぞれを遠くから眺めたときの様子

に違いがあることに気づきました。

児童の感想，「天然林は，いろいろな種類のいろ

いろな大きさの木があり，そのため，もこもこと

した印象があります。人工林は，人手により同じ

種類の同じ大きさの木を植えたため，そろってま
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|－
年々 減少しつつある木造校舎の数を属査したことは、とても価値があると思う．各都道府県ごとに木造校舎の割合を色分けして、視覚的に判りやすくしている．

最近は木のよさを生かして新たに木造校舎を1鐸している点も興味深い．
－

▲日本全国木造校舎調べ図
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灘
咽力亭

縄灘罐銅
瀞

瀞
瀞?寺

とまった感じに見えます｣。全くそのとおりです。

山郷小の周りは大部分が人工林です。山郷の人工

林は手入れが行き届き，学校を包み込むかのよう

に端正な環境を醸し出してくれています。

調査を終えて

児童の感想です。

葉狩由衣子･･･「木造校舎調べをして，日本には，

木造校舎がけつこう少ないと思いました。もっと

木造校舎が増えるといいです」

尾崎仁美…「東京には，木造校舎はないと思っ

ていたけれど，東京に3校木造校舎があってびっ

くりしました」

藤原美恵…「沖縄県に木造校舎がないことを初

めて知りました。今は，全国的に木造校舎にする

学校も増えてきているけれど，まだまだ少ないの

で増えていくといいです」

前田朋子…「全国で見ると，木造校舎の学校は

少ないんだなあと思いました。みんなが木造のよ

さを見直してくれるといいです」

大藤裕也…「木造校舎のことを調べて，沖縄に

木造校舎がないことや，岩手県に多く木造校舎が

あることがわかりました。これからちょっとずつ

木造校舎が増えていくといいなと思います」

児童は，いろいろと調べてみて，木造校舎を建

築してもらったことにあらためて感謝しました。

環境に適し，環境にも優しく，日本の伝統として

続いてきた木造の建物が，もっと広まればよいと

強く感じています。
はだし

新築5年を過ぎて，児童の間で，校舎を裸足で
ぞうり

歩いたり，持参のわら草履で歩いたりする子ども

がしだいに増えてきました。児童に尋ねると，と

ても気持ちがよいと言っています。両親から扁平

足の矯正のために裸足を勧められている子どもも

います。存分に木造に親しんでいるようです。

平成13年度に子どもたちは,千代川河口に暮ら

す烏取市の方々と交流会を持ちました。鳥取市で

近年，女性団体などによる森林保護活動が活発に

なっています。上流の森を守る動きが広力:りだし

ました。漁業関係者は，漁業と林業は密接な関係

ｑ
音
楽
室
（
最
も
香
り
の
よ
い
教
室
）

癖

魁

があると言われます。魚の産卵場所は河口です。

森の恵みが川を流れ，ブランク1､ンを育て，稚魚

を養っているといいます。子どもたちもこのお話

を聞いて，山郷の森林の重要性を認識してきまし

た。子どもたちの林業への関心はさらに高まって

います。地域のお年寄りは，「最近は林業が不振

で，山を育てていく人も，木を運び出す人もだん

だん少なくなっています。悲しいことです。みん

なが調べてくれたのがとてもうれしかった」と言

ってくださいました。

林業を志す児童は多くありません。しかし，木

造校舎を通じて木は大切な資源ということを知っ

て，環境を大切にする大人になってほしいと思い

ます。

木造校舎の研究は下級生に引き継力：れ，今度は，

｢世界の木造校舎を調べよう」と張り切っていま

す。世界的な視野で日本の森林や世界の森林の現

状を理解してほしいと思います。

〈研究者〉前田朋子・葉狩由衣子・尾崎仁美

藤原美恵・大藤裕也

く指導者〉田中雅裕・田中精夫

II
筆者連絡先
盆0857－31－5171
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第48回

林業技術賞
業績紹介

紬日本林業技術協会は，林業技術の向上に貢献し，林業の振興に

功績があった方に対し，毎年，「林業技術賞｣を贈呈，表彰させてい

ただいています。

本賞は，その技術が多分に実施に応用され，また広く普及され，

あるいは多大の成果を収めて，林業技術向上に貢献したと認められ

る業績を表彰の対象としています。

今回の選考では，本会岐阜県支部推薦の富田守泰氏，同じく福岡

県支部推薦の池田浩一氏が受賞され,本年5月29日，虎ノ門パスト

ラル（東京）で開催された本会第57回通常総会において表彰されま

した。

第“回椎業救術賞受賞鱗漂県巽壹購;籍

. 驍々

齢
古
邑

たもりやす

田守泰
岐阜県立森林文化アカデミー木造建築スタジオ教授

||皮阜県森林科学研究所主任専門研究員

現，
-Gヶ_

則，

略歴と受賞対象業績概要･････昭和52年3月，信州大学農学部森林工学科卒業。同年4月，岐阜県林

政部，56年，岐阜県林業センター(現，森林科学研究所)林産研究部ほかに勤務。平成'4年4月よ
り現職。47歳。地域林業の需要先である地域型在来軸組構法住宅の筋かいの利点，問題点にメスを

入れ，地域工務店が違和感なく処置でき，消費者の抱く軸組構法の耐震性能への不信をも払拭すべ
〈，木製筋かいプレートを開発。さらに木質系の接合手法を考案し，実用化に結びつけた。普及啓
蒙面にも情熱を注ぎ，両面で多大な功績を上げている。

震災前年の11月に新築して間もない2カ月後で

あったことも衝撃的であった。震災の惨状を，新

築して間もないわが家に置き換えたとき，森林所

有者にとって，木材・住宅産業にとって，そして

はじめに

もんじよう

事の発端は，阪神･淡路大震災の惨状がまぶた

に焼きついたあの時である。私事ながら，自宅を

⑳－林業技術No.7242002.7林業技術員
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圧縮圧

で，消費者の|韮l産材離れをさらに加速するのでは

ないかとの危機感があった。

地域工務店の必要とする接合手法

ほ

大工技術の褒め言葉に「釘を一本も使わないで

木組みで組んだ……」という言葉がある。先人た

ちはそれほど木と向き合って木造建築を造ってき

た。この意気込みが地域工務店にはある。このよ

うな工務店の基本的なパーツになる接合部の開発

が，もっと重要なのではないか。確かに木組みは，

ありとあらゆる知恵を絞って多くの組み手を生み

出した。しかしながら，例えば込栓一つにしても，

実際に設計し得る強度データが少ないのである。
と

そこで込栓のデータを採ることから始めた。込

栓は柱のホゾと，土台や胴差しのホゾ穴間の固定

に使用することを想定しているのであるが，込栓

の径やホゾの長さにより，引き抜き破壊場所が異

なり，耐力も異なる。ただ，1本の込栓ではおの

ずと限界があり，せいぜい従来のT字型金物(CP

T)程度までである（施行令告示1460号の値はさ

らに低い)。そこで，2本込栓やホールダウン金物

と同様の仕組みで柱の引き抜きを防ぐホールダウ

ン賞などの耐力データを蓄積した。

木製筋かいプレートの開発

交互に入れた筋かい

▲図①筋かいの働き

消費者にとって，本当に今必要な技術開発とは何

かを，自身の問題として自問自答し始めた。構造

については全くの門外漢の研究者が木質構造分野
ちゅう鶏ょ

を研究することに対する，濤曙すら忘れて始めた

開発である。

岐阜県周辺の東海地域では，まだまだ新築であ

っても土壁造りの住宅が多い。震災以後減少する

かと思えば，健康ブームも後押しし，根強い人気

がある。壁の強度性能は現在，制度上壁倍率とい

う指標で表されている。土壁の壁倍率は0．5で，

その耐力は制度的にはほとんど評価されていない。

そこで現在，土壁の耐力は大半が筋かいにより確

保されている。例えば,45mm厚の筋かいを片方

に入れることで，プラス2倍の壁倍率を確保でき

る。

でもここに落とし穴があった。筋かいはそのま

までは圧縮方向の力しか効かないし，圧縮の場合，

柱の引き抜きが生じるのである。そこで，バラン

スよく交互に入れることで性能を期待していた

(図①)。さらに，筋かいに期待する壁倍率は，所

定の金物により固定することが前提とされていた

のである。しかしながら，震災当時筋かいの材端
と

を金物で留める事例がまだまだ少なかったのも事

実である。木肌のきれいな国産材を金物で緊結す

ることへの抵抗感は，技術力のある地域の土壁造

りの住宅や国産材を利用する大工工務店ほど多か

った。これらの状況が，金物の未使用というだけ

一連の研究の中で最も重要なのが筋かい端部の

固定である。まず課題として金物を極力減らし，

土壁（真壁）に対応できるようにすることがある。
かんごう

木組み（嵌合）で筋かいの引き抜き防止の仕組み

を考えるヒントとなったのが，あるメーカーのチ

ェーンノミ（写真①内側）であった。この工具は，

林業技術員林業技術No.7242002.7-⑳
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▲図② 傾斜型チェーンノミによる

溝加工

▲図③固定された柱・横架材
へのプレート挿入方法

▲図④プレート傾斜による最適形状の選定

土壁施工をする工務店なら所持しているもので，

貫穴を掘る工具である。チェーン幅以上の一定の

幅を’一度の位置決めで加工できるように傾斜機

構があるのが，このメーカーの特徴である。この

工具で筋かい留めのプレート（以下プレート）挿

入溝を加工する（図②)。

次の課題は，施工スケジュールに関するもので

ある。住宅の上棟は，限られた時間内で柱.梁桁・

屋根までを組み上げる｡筋かいなどは上棟後茎み
直しした後の作業となる。つまり，筋かい固定後

はプレートが抜けず，プレートの挿入は柱．横架

材の固定後も可能となるような形状でなければな

らない点である。この解決策は，住宅のモジュー

ルに隠されていた。一般に日本の住宅は，半間

(0.91m)のモジュールで構成されている。柱は一

間半(2.73m)である。筋かいの傾斜も半間の柱

間と一間の柱間にほぼ限定されており，柱．横架

材の固定後のプレート挿入を可能にした（図③)。

これら一連の要求を満たすとともに，よりコス

トを減らし，強度面でも合理的な形状の模索が始

まった。プレートの素材は身近な木製のもので，

価格が安く，金物ではなく強度が保証できるもの

でなければならない。そこで，耐水性を考慮した

特類’級の構造用合板15mm厚材を使用し，厚

さ45mm筋かいを用いた壁倍率2倍用プレート

の開発を目指した。合板にはモジュールに対応し

⑳－林業技術No.7242002.7林業技術賞

た規格寸法があり，3×6合板（910×1,820）か

ら合理的に採材できる形状が要求される。そこで

30枚採材できる寸法を想定した。強度面では，同

一採材寸法でプレート傾斜を変化させることで，

実験的に最適な形状を求めていった（図④)。

プレートと筋かい間は当初ボルトを使用してい

たが，施工性，コスト面から木ネジに変更した。

最近では，ハンディータイプのインパクトドライ

バーが普及していることから，木ネジの使用は大

工さんにとって受け入れやすいものとなった。

このようにして開発したプレートの引き抜き試

験と，プレートと込栓を使用した耐力壁の試験を，

当時の試験手法に基づいて実施した。その後，建

築基準法施行令の改正とともに新試験法に基づく

試験も随時実施し，目標である壁倍率2倍用プレ

ートの性能を確認してきた。試験結果により，一
もる

間間の筋かいでは，プレート自体脆い破壊をする

こと力Nわかり，幅がもう一段階広いプレートを準

備することとなった。

実用技術面への適用

開発した技術は，実用に供して新たな問題点を

洗い出し，さらに完成されたものとしていくべき

ものである。そこで，県内産直住宅業界に働きか

け，現場で施工していただいた。おおむね良好で

はあったが，まず，①柱に交差する桁・胴差しの
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▲写真②耐力壁ジャパンカップ（右側が出場壁）騨
昼
等

プレートを使用した耐力壁で2年続けて「耐力壁

ジャパンカップ」に参加し，昨年は総合優勝に輝

いた(写真②)。昨年4月からはこのプレーI､を含

め，込栓やホールダウン貫のデータを入れた仕様

書を，岐阜県森林科学研究所の下記ホームページ

で公開している。建築設計士や工務店からの問い

合わせはあるものの，プレートを製造していただ

ける方が少なく，まだまだ普及の努力が足りない
おびのこ

と思われる。プレーl､製造は，帯鋸やルーターな

ど，既設の機械と当初の構造用合板代等のわずか

な投資で製造できる利点があり，加工所を有する

森林組合では雨降り対策としても可能である。ぜ

ひご検討願いたいと思う。

30賭4割 囚挫1斗b一

柱間一間用胴差し掛け桁用

▲図⑤決定した3種類のプレート

‘世い

成が異なった場合，長めのプレートが必要となっ

た点，②従来の金物では必要がない溝加工工程に，

2人工追加となった点(前掲写真①)，③土台部分

に使用する場合，防腐処理が必要な点が確認され

た。①については，新たに長いプレートを加え，

3種類のプレートを用意することで対応した（図

⑤)。②では，プレカット時や手刻み段階で同時に

行うことで，人工数の増加は減少し得る。溝加工

位置の確認に要する時間が多かったことから，プ

レカット後の追加作業としても，プレカット時点

でプレー1､場所の印を記入することで，位置の確

認作業が半減すると推測される。③は，挿入前の

防腐剤へのドブ漬け処理で対応することになった。

成果の普及

筋かいプレートに関しては|岐阜県で特許を取得

しているが，広く民間に使用されてこそわれわれ

公的な機関が開発した意味があるものと信ずる。

プレートの製造者に岐阜県の特許権がかかること

になっており，製造者を募集している。現在，静

岡県の木材業者と契約を交わしているが，製造者

の方々の制限はないので，さらに契約者を募集し

ている。

この成果は，業界紙の好意により展示会等でP

Rをしたほか，住宅情報誌，雑誌で紹介してきた。

おわりに

この技術開発は，阪神・淡路大震災を経て，構

造に関して門外漢である一林産研究者が，居ても

立ってもいられない衝動に駆られて開発したもの

である。まだまだ研究面で不備な点が多いのにも

かかわらず，評価していただいたことに感謝する

とともに，この研究を支えてくださったII皮阜県森

林科学研究所の方々や関係業界の皆様に深く感謝

申し上げたい。

／ 、

筆者E-mailtomi@forestac・jp

岐阜県森林科学研究所HP

h杜p://www.cc・rdpref.gifu.jp/forest/pdf/

setsugou.html

岐阜県立森林文化アカデミーHP

http://wwwforest.ac.ip‘

、 ノ
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ニホンジカの生態と被害回避法の
開発と普及

いけだ

池田
壷
荏
恒

いち

一福岡県森林林業技術センター専門研究員

略歴と受賞対象業績概要･…･昭和54年，東京農工大学農学部林学科卒業。研究生を経て昭和55

年，福岡県林業試験場（現，福岡県森林林業技術センター）勤務，現在に至る。45歳。幅広い研
究，なかでも野生鳥獣の農林水産物に対する被害の実態把握生態調査，防除対策に関する研究を

一貫して行っている。特に今回受賞の業績は，一般住民にも理解してもらう必要のある福岡県のシ

カ管理施策の決定に必要不可欠なデータを提供しておりすでに他県でも活用が始められるなど，
普及面での功績も誠に大きい。

生息密度推定法の改良はじめに

近年，ニホンジカによる農林業被害が全国的に

増加し，大きな社会問題となっている。福岡県で

は1985年ごろから造林木の枝葉採食害が増加し，

最近では水稲や野菜，果樹などへの食害も発生し

始めており，被害防除技術の開発が求められてい

る。一方，「鳥獣保護及狩猟二関スル法律」に「特

定鳥獣保護管理計画」制度が創設され，個体数管

理を行う場合でも，地域個体群の長期安定的な維

持を保証することも求められるようになってきた。

また，各地で調査が進められニホンジカの生態

や被害防除に関する情報が蓄積されるなかで，九

州に生息するニホンジカの生態や被害の様相が東

日本と異なっていることが明らかになり，従来の

知見や技術を福岡県の被害防除や個体群管理にそ

のまま適用できない場面が生じてきた。

このように，ニホンジカの被害防除では，被害

地の防謹方法だけでなく個体数管理も含めた総合

的な被害管理を行うこと，ニホンジカの生態や被

害発生の地域的な特性を踏まえて対処すること，

が重要である。このため，福岡県に生息するシカ

の生息状況や被害状況を調査し，合理的な生息密

度推定法を開発して被害許容水準を設定し，既存

の被害防除方法の改良点を指摘して効率の良い被

害軽減法についての技術的指針を作成した。

シカの生息密度は，対象地域を小面積の調査区

に区分し，調査員が各調査区を踏査しながらシカ

をカウントする「区画法」や，ヘリコプターから

シカをカウントする「空中センサス法」などで調

査されている。しかし，常緑樹に覆われた九州で

はこのようなシカを直接観察する方法の適用が難
ふん

しく，糞量から生息密度を推定する「糞粒法」が

行われてきた。福岡県でも「糞粒法」による密度

調査を実施したが，推定式のパラメータの一つで

ある糞の消失率を調べた結果，糞の消失パターン

が季節によって大きく異なっていた(図①)。その
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▲図①季節によるシカ糞の消失パターン
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▲図②シカの生息密度と枝葉採食害の発生状況

ため，糞の消失率に一定の値を用いてきた従来の

推定式では，調査した時期によって推定密度が大
ゆが

きく歪められることが明らかになった。

そこで，月ごとに得られた消失率を基に，宮崎

大学岩本俊孝教授らとの共同で，糞消失率の季節

変化を考慮したシカ生息密度推定プログラム

｢FUNRYU」を開発した。このプログラムはMi-

crosoftのExcel97のVisualBasicで書かれて

おり，調査月と調査で得られた1m2当たりの糞

粒数をシート中に入力すれば1km2当たりの密

度が算出できる｡また，調査年の月平均気温を入

力することで，気温の違いによる糞消失率の年変

化に対応できるようになっている。

このプログラムの開発で，異なる調査月間の比

較が可能となっただけでなく，これまでに蓄積さ

れたデータとの比較も可能となった。ただし，糞

の消失は糞虫の影響が大きく，糞虫相の違いによ

って糞の消失率が異なる可能性があることから，

より汎用性の高いプログラムへの改良を目指して

いる。

被害発生密度の検討

シカによる農林業被害は，おおむね密度の増加

に伴い増える傾向にあるが,｢特定鳥獣保護管理計

画」による個体数管理の基準を明確に示すために

は，福岡県における被害と密度との関係を明らか

にする必要がある｡そこで,1997年度から99年度

3～5月5～8月8～11月11～3月

〃被害率

一採食数／本／月

▲図③枝葉採食害の時期別変化

に調査した1,975カ所の造林地の被害状況と

1999年度（一部は98年度）にプログラム

｢FUNRYU」で推定した県内101カ所の生息密度

を比較した。その結果，密度が3頭/km2を超え

るあたりから被害が発生し始め,10頭/km2を超

えると枝葉の多くが食害される激しい被害が発生

していることが明らかになった(図②)。この結果

から，福岡県の「特定鳥獣（シカ）保護管理計画」

では，農林業生産に重点を置く地域の管理目標密

度を3頭/km2と定めている。

被害の実態解明と被害軽減法の検討

福岡県におけるシカによる造林木の枝葉採食害

は1年を通して発生し，特に植栽1年目は春と夏

～秋の二つの時期に，植栽2年目は夏に被害が激

化した(図③)。そのため，忌避剤を植栽時と8月

の年2回施用した場合，植栽1年目は効果が認め

られたが，植栽2年目は忌避剤施用後に伸長した

枝葉が採食され，効果ｶﾇ認められなかった。

忌避剤の効果に限界があることから福岡県では

防護柵の設置が増加したが，多くの防謝llllでシカ

の侵入が見られ，柵内の造林木に被害が発生した。

林業技術員林業技術No.7242002.7-⑳
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▲写真①防護ネットの固定に使用されている木杭とその実施例

そこで，柵内に侵入する経路を調べた結果，その

多くがネットの下部を固定する杭が抜けるなどし

て生じたネッl､と地面とのすき間からの潜り込み

であることが判明し，ネット下部への枝条の棚積

みや，雑木などの切り株にネットを固定するなど

の指導を行った。県内の行橋農林事務所管内では

間伐小径木を利用した長さ60cmの木杭が試み

られ，効果が得られている（写真①)。

被害を受けた造林地では，改植するかどうかの

判断を求められること力釘多い。そこで，2年間被

害を受け続けたヒノキ造林地を防護柵で囲い，そ

の後の成長と樹形を調査した。植栽直後に枝葉の

多くが食害された苗木は回復しなかったが，枝葉

の先端が食害され続けた苗木では柵設置2年目か

ら主軸の回復が急速に進み，樹高は防護柵設置時

に植栽した苗木と差が見られなかった(図④)。ま

た，樹形は食害された高さ（50～70cm)付近で曲

がりが見られる木もあるが，柵設置5年後には，

ほぼ正常な木が80％以上となった｡これらのこと

から，枝葉の多くが食害された造林地では被害防

除対策を施したうえで改植する必要があるが，枝

葉の先端が食害された造林地では，防除対策後の

被害木の主軸の回復状況によって改植すべきかど

うか判断できることが明らかになった。

防護柵はシカによる侵入がなければ完全に被害

を防止できるが，不慮の事故など常に侵入の危険

にさらされていることも事実である。特に，植栽

直後に枝葉の多くが食害されるような被害が発生

する地域では，植栽直後に侵入された場合，多大

な経費と労力がむだになる危険性力：高い。忌避剤

の散布は長期的には効果がなかったが，植栽直後

の激しい被害は軽減できた。そこで，被害の程度

が激しい地域では防護柵の設置に加え，植栽直後

だけでも忌避剤など安価な対策を講じる必要性を

提唱している。

おわりに

本研究で得られた成果は，福岡県のシカの保護

管理計画に反映され，改良した生息密度推定法は

九州各県でも取り入れられている。また，被害防

除については，森林組合や農林家などへの指導を

通して設置技術の普及を図っている。しかし，こ

れで福岡県のシカ被害問題が解決したわけではな

く，むしろ分布域の拡大や被害対象品目の多様化

など，より複雑で深刻にさえなりつつある。今後

も現場が求めている技術を的確に提供できるよう

努力するとともに，適切な保護管理の遂行とその

ための技術開発や改良に努めていきたい。

最後に，本研究の一部は国庫助成研究「林業情

報システム化事業」で実施したものであり，林野

庁研究普及課，森林総合研究所のご支援をいただ

いた。また，研究を実施するにあたり，当センタ

ーの職員や県関係者，市町村や森林組合の皆様な

ど多くの方々のご協力をいただいた。この場を借

りて厚くお礼申し上げる。

I ；
筆者E-mail

forest-rec@vp.tikine.jp
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第13回学生林業技術研究論文コンテスト
受賞論文の紹介

●日本林業技術協会では，林業技術の研究推進と若い林業技術者育成のため大学学部学生を対象として，森林・

林業に関する論文（政策提言を含む）を毎年募集・審査し，優秀論文に対して表彰を行っています。本号では，

入賞された6本の研究論文をご紹介します（所属は応募時のものです)。

●表彰式は，5月29日。虎ノ門パストラルにおいて開催された日林協第57回通常総会の席上で行われました。
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【林野庁長官賞】 第13回学生林業技術研究論文コンテスト
琴

飯田松川流域における崩壊地からの

侵食土砂量の測定とUSLEによるその予測

小林 由佳信州大学農学部森林科学科

本論文は，山地森林地帯における崩壊地の侵食量を実測し，その資料を米匡｜

農務省が開発した農地に対する侵食量予測式であるUSLEを用いて解析し，

USLEが崩壊地でも適用できること,流域面積が60km2にも及ぶ長野県飯田松

川流域にも適用できることを示した画期的なものである。すなわち，これまで
おおざっぱ

崩壊地の侵食量の予測は，試験例の少ない資料を基に大雑把に3段階に分け，

年40mmの侵食土深などとされてきたが,USLEを用いることにより年降雨

量，土壌の受食性，崩壊長，傾斜，治山緑化の状態など入手可能な六つの要因

を用いて精度高く簡易に予測できることがわかった。また，個別に崩壊地の侵

食量が予測できるようになっただけでなく，流域単位の侵食量として予測でき

ることが示された。

これらの成果は，山地における治山計画樹立の際の重要な調査項目である侵

食量の予測に飛躍的な貢献をなすものとして，極めて注視すべきものであると

考えられる。とりわけ，大流域では難しかった流域全体の侵食量の予測が，飯

田松川流域末端にあり，完成後10数年で満砂した松川ダムで過去26年間に実

測された堆砂量が,USLEによる推定侵食量と比較的高い相関を示すなど，

こばやし

ゆか

林業技術No.7242002.7-⑬



おおの

まみ

USLEを適用すれば精度よくかつ比較的簡単に予測できることになり，治山計

画への反映に明るい指針を与えることになった。

また，現在わが国においてはダムの寿命短縮，排土費用，排土捨て場，運搬

車による交通障害など，ダム堆砂問題は極めて深刻な事態となっている。した

がって，このダム堆砂量の予測は極めて重要なことであるが，本論文で明らか

になったように,流域単位でもUSLEを用いて堆砂量を精度よく予測すること

が可能となった。また，このダム堆砂問題の抜本的解決策は，上流域の山腹で

発生する土砂の軽減であるが，本論文の成果を用いれば，山腹工を受け持つ治

I｣_|事業の進展に伴う侵食量の軽減効果が精度よく算出され，治山事業の効果判

定にも非常に有効なものとなると考えられる。

以上，本論文は，治山計画樹立の際の荒廃山地および崩壊地における侵食量

の予測精度の向上，ダムの寿命を決定する堆砂量の予測精度の向上，治山事業

の進展に伴うその効果判定の向上，の3点において非常に画期的な成果をもた

らすものであり，林業技術の向上に飛躍的に貢献するものとして評価される。

1林野庁長官賞， 第13回学生林業技術研究論文コンテスト

マツノザイセンチュウ病の枯死率に影響を

与える供試木の処理（被圧・根切り。剪定）

大野 真美東京農工大学農学部地域生態ｼｽﾃﾑ学科

マツ材線虫病は，病原体のマツノザイセンチュウ，媒介昆虫のマツノマダラ

カミキリ，寄主のマツの三者が相互に影響し合って，膨大な被害をもたらして

いる。これまでの研究はマツノザセンチュウとマツノマダラカミキリに片寄り，

寄主マツの果たしている役割に関する研究は少なく，本論文はその盲点を補完

するものである。

明治時代に侵入したマツ材線虫病が近年特に猛威を振るっているが，除・間

伐等の山の手入れ不足が被圧衰弱木を増やし，被圧衰弱木がマツ材線虫病の温

床となっていることを初めて報告したのが本論文であり，学術上貴重であり，

防除に役立つ。

本論文は，今忘れがちな山の手入れの重要性を，再認識させた。

抵抗性樹種が多い欧米でも，マツ材線虫病は時たま発生するが，欧米でマツ

材線虫病を撲滅するには，被圧衰弱木の処理が重要であることを警鐘した本論

文は，海外からも注目される。
せんてい

ストレスを与えたはずの根切り木や剪定木が，予想に反して枯れにくくなっ

たが，この現象は樹木ではほとんど知見のない植食防御反応を偶然発見した可

能性があり，興味がかき立てられる。

本論文は卒業論文の枠を超えているものである。

⑭－林業技術No.7242002.7
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クロバナカズラPerjpIOc(zsepjz"7zBungeの

培養と形質転換個体の創出

みやばしら

あすか
宮柱明日香九州大学農学部地球森林科学科

本論文は，木本つる植物でゴム成分を含むクロバナカズラ(Pe7かん“Sc‐

""7'Bunge)の再分化系を確立するとともに，アグロバクテリウム法により

GFP遺伝子（発光クラゲより得られたマーカー遺伝子）を導入し，蛍光を発す

る木本植物の再分化に成功したものである。

近年,分子生物分野の発展は膣|覚ましく，さまざまな遺伝子の機能がDNAレ

ベルで解明され，さらには，これらの機能を組み込んだ，新たな植物が創出さ

れるようになっている。遺伝子組換えの是非に関しては賛否両論あるところで

あるが，近い将来に予想される食料不足や環境問題に対し，有用遺伝子を持っ

た組換え植物の利用は最も有望視される対処法の一つであり，すでに主要作物

の中には，実用に供されているものも少なくない。

このような現状の中で，木本植物はどうかというと，遺伝子組換えに関して

はかなり遅れている状況にあると言ってよい。それは木本植物の再分化系の確

立が草本植物に比べて難しいといったことに加えて，遺伝子組換え体の利用価

値が低く評価されてきたことに原因があると考えられる。

このような観点から本論文を眺めると，本論文で対象としたクロバナカズラ

は，有用成分としてポリイソプレン（天然ゴム成分）を含んでおり，ゴム生合

成系を持った植物である。現在，天然ゴム植物として実用化しているのはパラ

ゴム("""67tzs"ie7zsiS)であるが，この植物は再分化系の確立が困難である

ことから，その生合成系の解明は進んでいない。したがって，クロバナカズラ

はパラゴムに代わるゴム生合成系解明のためのモデル植物として位置付けられ

る。

論文の前半では，クロバナカズラの再分化系の確立を目指した研究を実施し，

シュートの軸や葉から効率良く不定芽を分化させることに成功し，最適な培地

の決定を行っている。後半においては，アグロバクテリウム法を用いてGFPg

伝子を導入し，平均72％の高い導入効率を得ている。さらに，導入されたカル

スから芽を分化させ，蛍光を発するシュートを得ている。まだ植物体にはなっ

ていないが，早晩，蛍光を発する木本植物体が得られるだろうと期待される。

このように，本論文は成功例の少ない木本植物で遺伝子組換え体を作出する

ことに成功していること，また，用いた植物がゴムの生合成系を持った植物で

あり，今後，ゴムの生合成系の解明に貢献することが予想されること，さらに，

GFP遺伝子をマーカーとして持ち込んだことにより，酵素の発現研究など発展

的な研究が期待されること等，優れた研究成果であると考えられる。

林業技術No.7242002.7-⑮



1日本林業技術協会理事長賞】 第13回学生林業技術研究論文コンテスト
“』

曙

レーザー雨滴計を用いたヒノキ人工林における

雨滴衝撃エネルギーの検討

割
ゞ

なんこう

かずき 南光一樹 東京大学農学部森林生物科学専修

林内雨の雨滴衝撃力に関しては，過密なヒノキ人工林内での侵食問題などか

らその重要性が認識されながらも，詳細な観測データが乏しいために概念的な

議論に終始していた。本論文は，現地の森林に設置できるコンピュータ制御さ

れたレーザーセンサによる自作の雨滴計によって高時間分解能での連続的な雨

滴データを取得可能にし，林内雨滴による衝撃エネルギーを定量的に評価して

いる。

結果として,数回の現地観測から,林外雨滴が3～4mmであるのに対し林

内では6～7mm程度まで雨滴が大粒径化すること，それに伴い林内での雨滴

個数が減少すること，林外と比較して雨量の減少する林内において雨滴の衝撃

エネルギーがむしろ増大することを示した｡また,降雨強度が大きいとき,林外雨

では雨滴粒径が大きくなるのが一般的であるが，林内雨においては大粒径化が

見られない例があることを報告するなどの，興味深い観測記録も報告している。

本論文は，明確な問題意識に基づいた課題設定，測定機器の自作と性能評価，

現地観測とその的確なデータ解析によって優れた成果を上げている。

1日本林業技術協会理事長賞， 第13回学生林業技術研究論文コンテスト

森林認証制度が森林の持つ経済的，

社会的利益の増進に貢献するための方法

まるやま

かずゆき 丸山和 幸 日本大学生物資源科学部森林資源科学科

八方ふさがりの林業を支援し，収益を向上させる方法として森林認証制度は

期待されている。そうあってほしい。

しかし，収益は認証制度の手段であっても目的ではない。健全な森林を守り

持続可能な経営を実現することにより，森林の持つ恩恵を人類が永久に享受で

きることが目的である。極めて高い理念に基づき森林管理の水準を向上させる

世界的な活動である。

この視点から見ると，木材生産だけではなく環境保全と公益的な役割の大き

な森林，例えば国有林，県有林，大学演習林などにとって，認証制度の意義と

運用方法は，今日の日本の森林管理にとって，全く新しい課題である。

⑯－林業技術No.7242002.7
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本研究は，環境保全を目的とする東京農工大学演習林や公益性の高い山梨県

有林における森林認証FSCの取得プロセスとその社会的な意義を分析したも

のである。行政や林業実務世界の価値観とは異なる，新鮮な感覚による解析と

主張とが論文には満ちあふれている。

この研究は森林認証取得の手続きや効果についての調査報告ではない。資源

と環境とを統合した森林の役割を，次の世代へ引き継ぎ，多くの人々が享受で

きるようにという理念を，現場レベルで森林認証というシステムで具体化した

論文である。

【旦本林業技術協会理事長薑~】 第13回学生林業技術研究論文コンテスト

村尾俊

マテバシイの稚樹の定着に対する
森林性野ネズミの影響

一鹿児島大学農学部生物環境学科

最近，広葉樹（林）の価値が見直され，人工林を針広混交林や広葉樹林へ誘

導する試みがなされている。広葉樹林の更新過程において，種子食性動物は種

子散布者として重要視されてきたが，近年捕食者としての役割を強調する研究

が相次いで報告されている。種子食性動物の植物の更新に果たす役割を明らか

にするためには，彼らの貯食や採餌特性の解明だけでなく，種子や稚樹の死亡

過程を追跡し，動物による捕食が稚樹の定着と生存における重要性を吟味する

必要がある。

本研究は，3年生時の4月から1年10カ月にわたり，種子食性野ネズミのマ

テバシイの更新に対する役割についての研究に熱心に取り組んできたものであ

る。まず，ドングリの落下してから翌年稚樹として定着する時期までのドング

リの死亡を，フィールドでのセンサスと実験を通して推定した。小型発信機を

ドングリに装着するというユニークな方法で，野ネズミの貯食行動を調査し，

貯食活動のマテバシイの更新に対するコストとベネフィットを明らかにした。

それらの結果を基に,2000年秋に生産されたドングリの生命表を作成し，ドン

グリの生産から稚樹として定着する時期までの，ドングリの全死亡における野

ネズミの捕食の重要性について吟味した。さらに，昆虫の個体群動態学で広く

用いられてきたkeyfactor解析を用いて，マテバシイ稚樹の発生数の年次変動

を決定している要因を抽出し，野ネズミがマテバシイ稚樹の定着に果たす役割

について考察した。

この卒業論文は大変レベルの高いものに仕上がっている。論文の一部は第57

回日本林学会九州支部会などで発表され，広葉樹林の更新機構の解明のみなら

ず，針葉樹人工林を今後広葉樹林に誘導するうえでも，貴重な基礎資料を提供

していると非常に高い評価を得ている。
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日本の人工林の危機打開策は

服部源一郎 はっとりげんいちろう

1919年生まれ静岡県富士市在住
静岡県磐田農業高校卒。茶の栽培と林業を営む

5人家族。趣味は水泳，テニス，卓球。
略歴：昭和30～53年まで市会議員を6期，53年から森林組合長
を6期16年務める。第25回全国植樹祭（岩手県）におい
て林野庁長官賞を受賞。

昨年の暮れ,富士木材センター入札会が行われた。

その日の新聞に，大企業の倒産。時の入札会も大暴

落。今政府も行政改革推進われわれもその痛みを

分かち合うか。現在林木の林産物としての収益は1

ha当たり年1万円程度である｡われわれ林業は,常

に治山治水みどり環境と林業経営を通じ公益性を考

えていればこそ，心配と憤りを感じる。

思えば昭和30年代,日本の経済の成長,輸出産業，

その黒字減らしの一つとして木材の輸入とも間いて

いる。以来木材の低落後退は自然環境の後退につな

がり，輸出産業の進展は環境悪化にもつながり，昭

和45年，経済の成長と調和をテーマに大阪万博が行

われた。川崎・四日市等の公害，地元田子の浦港の

ヘドロもそれである。富士南麓でも梅の木，ヒバの

木が枯れたときもあった。以来われわれ林業も研究
はか漁

会また協議会等を設立し，三士山にみどりの袴を，

とのテーマに作業を主体とした行動をしてきた。

時に昭和49年七夕豪雨，51年の激甚災害により，

富士市の約1万ha§会員200名とともに。

第1に制水工，自分の山林内の雨水を外に流さな

い。流れやすい所に杭打ち，ソダにより流れを止め

流れを緩め,地下浸透させる｡第2に閨伐植栽はha

当たり3.500本を,25年生までに1500本以下にする。

第3に枝打ちの登録制,25年生で4m以上に枝打ち。

直径は7om(ビール瓶の太さ）以下とする。

以上3項目が，協力的な市の指導（当時の渡辺林
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政課長(現森林組合長)）の下に行われた。制水工は

現在までに5,000カ所｡間伐は年間200haから400ha

を行い，現在も行っている。

枝打ちは市の登録700haと，これら林家の三つ覚

えとして将来も林家の皆様とともに歯を食いしばっ

て頑張っている。以上制水工は大雨時等地下浸透に

よりその流れを食い止め，また間伐枝打ちの推進に

より，昭和58年また平成8年の台風被害も比較的少

なかった｡たとえとして,私の山林50haのうち被害

は0.6haと少なく，根張り良く枝が少ない。

この3項言は近隣市町村によく普及された｡また§

昭和54年，県森連主体の下に富士木材センター（共

販所）が開設された。当初の年間15.000立方から現
ひのき

在は35,000～40{000立方と富士桧の産地となり，入
けやさ

口に横35m,高さ1mの檸板に桧舞台という大標

示板が出来上がり，思えば石の上にも三年，十年ひ

と昔と頑張りながら22年を経ている。当時，秋山林

野庁長官をはじめ，多くの長官，部長さんのご来場

をいただき，県・市の力強い指導を思いながら感謝

している。

しかしながら，現在の低落を国はいったいどう見

るか。県も。森林の社会的機能は林業白書では75兆

円｡これは10a当たり30万円余となる｡これで林業経

営といえるのかどうか考えてほしいと思う｡しかし、

これらを打開するには前述したように，まずは自助

努力，われわれが頑張らねばならない。

第1に，所有している林地を有効に使わねば所有

の資格がない。第2に育林のコストを下げる。植栽

は1人500本の植栽｡第8に,下草刈りは7月中に終

え，生育を良くする。第4に，植栽3年ごろまでに

檸苗ha当たり50～60本の点植により将来一斉林に
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写真①林地内の制水工（水止め工） 写真②昭和54年11月開設，富士木材センター（木材共販所）

対し黄葉的風景を良くし,また檜杉を災害から守る。

第5に，枝打ちは15年生で4m以上，間伐は20年生

でh日当たり|,500本以下とし，40年生で優良木とな

る。以上で，育林のコストを下げ，木材の付加価値

を付けることによって，経済の向上，また林木への

愛着心が出てくる。

終わりに，富士山麓に生まれ富士山を守り育てる
みなり

われわれである。たとえ身形は貧しくとも，この富

士山麓の水と緑を守り，常に風雨と戦いつつ生活を

続けて頑張っている林家また労務の者たちが大勢い

ることを知っていただきたい。また，ご理解をお願

いしたいと思う。

すぎうらたかぞう

東京農業大学名誉教授杉浦孝蔵

林業の危機打開策は林家の自助努力に期待

服部さんには，昨年7月，学生
の研修でヒノキ人工林の保育につ

いてご指導をいただいた。60歳半

ばかと推察したが，今回経歴を拝
見し，83歳のご高齢であったこと

に驚いた。
服部さんは，茶の栽培と林業の

複合経営を営みながら市会議員，
森林組合長など地域の要職に携わ
ってこられた。そして，終始一貫

公益性を考え，地域の林家ととも

に嵩士山に緑の袴をテーマに森林
経営に当たられた。しかし，昭和
49年7月7日の台風8号の豪雨と

昭和51年の台風17号により富士市
の森林約1万haが大災害を受け

た。昭和49年，51年はともに当時

数年間のうちで死傷者，住宅浸水，
倒壊など最も災害が多かった。
せっかく丹精された森林が一瞬
にして崩壊，消失の痛手は当事者

でなければわからない。

服部さんたちは，この体験を基

に①雨水を地下に浸透させ表面流
去を防ぐ。②ヒノキをha当たり
3,500本植栽とし,25年生までに3

回の間伐を行いha当たり1,500本
とする｡③高さ4m以上まで枝打

ちを行い終了林分は登録する。な
どを市の指導を受け実施している。
昭和58年，平成8年にも台風が

襲来したが，新しく取り組んだ施

業の効果が現れ，被害は少なかっ
た｡ひとえに,平素の研究と施業の

早期実行のたまものと評価したい。
今日，わが国の産業はすべてが

厳しく苦しい。特に農林業の不況

は長い｡当地の林産物価格は1ha

当たり年間約1万円の収益という。
昨年7月の丸太価格は長さ3m,

末口径16～18cmの並材が1n3当
たり32,000円前後，枝打ち材は

10～13万円であった。当地域は人

工林の75％がヒノキで，しかも保

育が適切であるから付加価値があ

ったと考える。ぅ
長い人生には粁余曲折や経営の

浮沈は避けられない。私有林の経
営者は経営規模の大小を問わず複

合経営で乗り切るしかないと考え

る。服部家は茶の加工も営んでお

られる。平成10年度は複合経営が

高く評価され農林水産大臣賞を受

賞している。

作業は野外で厳しいが，ご子息
(市会議員，森林組合役員)，お孫
さん（農林業）と後継者に恵まれ

家業は安泰と祝福したい。今後に
向けて育林コストの低減とヒノ

キ・ケヤキの混交林を育成中との

こと，ぜひ一度拝見したい。

ご自愛のうえ自助努力の精神で
不況を乗り切るよう祈念する。

林業技術No.7242002.7－⑲
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[OSの使〃方(1)]

佐野亘琴
森林総合研究所企画調整部研究協力科海外研究協力室長

lはじまり

梅雨も終わり，暑い夏の始まりで

す｡そして，いよいよ今月13日から

｢スターウォーズエピソード2／ク

ローンの攻撃」が始まります。公開

に先駆け5月には，主演でアナキン

役のヘイゼン・クリステンセンが初

来日し，記者会見を行いました。エ

ピソード2では，アナキン・スカイ

ウォーカーが明と暗の狭間に立って
調さて

葛藤する模様と，ジェダイの淀を破

り恋をしてしまう様子が描かれてい

て，このため，エピソード3におい

て，ダース・ベイダーになるといわ

れています（？)。

IOSに望むこと

前回はjOSなるものについてお

話ししましたので,今回はOSの使

い方，といってもWindowsです

が，についてお話ししてみたいと思

います。なお,｢OSの使い方｣のお

話はアスキーからかなり昔，256倍

シリーズとして出版されていた

PC関連書籍のうち,Windows

の利用法を紹介していた本＊1に影

響を受けています。

さて,私たちはOSに何を求めて

いるでしょう。それは，ワープロや

表計算で作ったデータファイルを素

早く操作できる,メールやWWWブ

ラウザといったアプリケーションソ

フトを素早く起動できる，そして，
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それらが安定して動作することだと

思います。それでは，どのようにし

たら操作が簡単になるでしょうか。

最初にデータファイルに関して考え

てみましょう。

Iデータファイルの管理方法

新規にデータファイルを作成する

場合，まずアプリケーションを立ち

上げ文書や表を作成し保存する，と

いった操作をしますが，すでに作成

したファイルの場合は直接そのファ

イルをダブルクリックし操作するこ

とが基本であると思います。しかし，

PCの操作に信れていない方は目

の前のディスプレイにアプリケーシ

ョンのショートカットやスタートメ

ニューがあるものですから，まずア

プリケーションを立ち上げてしまい

がちになります。こうすると，アプ

リケーションの中の｢ファイル｣,「開

く」でファイルの位置を指定しなけ

ればならなくなり「アプリケーショ

ン起動十ファイル指定』と二つの手

|||頁が必要となります。これに対し，

最初からデータファイルにアクセス

する場合，マイコンピュータやエク

スプローラを使いますが（この操作

はアプリケーション中の「ファイ

ル｣，「開く｣とほぼ同じ)，操作とし

ては「ファイル指定のみ」となり，

一つの手順でファイルにアクセスで

きます。最近のソフトでは，以前に

使用したファイルをいくつか覚えて

おいてくれる機能もありこれはこれ

で便利ですが，お節介という気もし

ないではないです。

さて，データファイルへアクセス

ということになると，いかに素早く

探し出せるかが重要になります。こ

れは，データファイルの管理方法と

デスクトップの使い方に関係します。

最近のように，ほとんどの仕事を

PCで行うようになるとファイル

の数はどんどん多くなります。また，

メールの普及で文書も郵送やFAX

だけでなく添付ファイルという形で

送られてくるため，ファイルの増加

にますます拍車がかかります。ここ

で，フォルダによるファイルの分類

を行いフォルダ当たりのファイルを

少なくし，フォルダ内のファイルの

見通しをよくすることがポイントに

なります。そこで私の方法を紹介し

ますと，まず，マイコンピュータの

下のローカルドライブ（例えば

C:)の真下に，自分専用のフォル

ダmasakoto(これは私のメール

アドレス)を作ります。Windows

では最初から「マイドキュメント」

や「(ユーザー名）のドキュメント」

というフォルダが用意されています

からこれを使用してもよいのですが，

これらのフォルダの実体はrO:

¥DocumentsandSet-

tings」の下にあり，混乱の元とな

る可能性もあることから独自のもの

を使用しています。

自分専用のフォルダ(masa-

koto)の下には,仕事別にフォルダ

を作ります（写真①)。例えば，「外

部対応｣，「内部文書」というような

フォルダです。これらのフォルダは

仕事別ですからワープロのファイル

も表計算のファイルも混在すること

になります。仕事をしているうちに

これらのフォルダの中はファイルで

どんどん増えていきます。これを整

理するため，このフォルダの下へさ

らにフォルダを作ります。例えば，

｢外部対応｣のフォルダの下に相手先
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お恥ずかしながらの私のPCのフォルダ構造

別に企業や省庁の名前を付けた「○

○株式会社｣，「○○省」といったフ

ォルダです。もちろん，ここで作る

相手先別フォルダはファイル数が多

いものに限ります。フォルダを作る

までもない少量のファイルしかない

相手先は「その他」というフォルダ

を作りそこへ一括して移動します。

私の場合はこのような操作を繰り返

します｡つまり9｢あるフォルダを作

り関連ファイルを入れる＞フォルダ

内がファイルでいっぱいになって見

通しが利かなくなる＞フォルダ内の

関連性のあるファイルをまとめるよ

うな名前のフォルダをその下に作

る＞関連ファイルを新フォルダへ移

動する」という手|||頁です。この手順

を踏んでいくと，フォルダがあるル

ールで整理され，余分なフォルダを

作ることもなく，また，フォルダ内

のファイル数がある範囲内以上には

増えないということになります。

これでフォルダが整理されたわけ

ですが，アクセスしやすいか，とい

うとそうでもありません。あるフォ

ルダへ入れるファイルが多いと，そ

のフォルダ内はどんどん分割されフ

ォルダの階層も増加します。この結

果，エクスプローラーなどで「C:

￥」からたどるには大変たくさんの

フォルダをクリックする必要が出て

きます。このようなことを回避する

ため，私はデスクトップへフォルダ

のショートカットを作ります。最初

はまず，自分専用のフォルダである

｢masakoto」のショートカット

です。これを作っておけば，エクス

プローラーやマイコンピュータのお

世話になることはありません。次に，

使用頻度の高いフォルダのショート

カットを作ります(写真②)。このよ

うにフォルダを配置すると，使用頻

度の高いフォルダはデスクトップに

あり，また，使用頻度の低いフォル

ダは自分専用のフォルダからたぐっ

ていけばよいことになります。

IGISがやってきた

時は平成4年，当時○林水産省に

出向されていたOさんやH支所の

皆さんのおかげで，○○技術庁のプ

ロジェクト予算が通り，地理情報シ

ステム(GIS)なるものが，わが研

究室へやってきました｡GISとは地

図|胄報とそれに付随する帳票形式の

情報を一元的に取り扱うデータベー

スシステムです。導入されたシステ

ムは最終的に，デュアルディスプレ

イとなり衛星などの画像情報を解析

するソフトが導入され，今は懐かし

LIAO版のペンプロツターやA3

版高解像度フラットベットスキャナ

ーなどを持つものとなりました。素

晴らしいシステムなのですが，使う

人間が今ひとつでした｡GISの教科

書などを見ますとシステム整備がな

ければもちろん問題外ですが，導入

後，十分な人的資源が必要であると

書いてあり，確かにそのとおりであ

ると感じたものです。しかし,GIS

販売元の講習会やオンサイドトレー

ニングなどにより、そこそこシステ

ムを使えるようになりました。そう

なると人間とは面白いものでシステ

ムの前に座るのが楽しくなり，長時

間いろいろな操作を試してみるよう

になります。このシステムは，今で

はマウスを使った操作も可能ですが，

そのころのバージョンではキーボー

ドからコマンドをたたいて操作する

ことを基本としていました。マニュ

アルを見てコマンドを覚え，ある程

度使えるようになるとコマンドの規

則のようなものが体感できました。

｢こんなコマンドはあるよな｣と考え

それを打ち込むと確かにそのコマン

ドが存在し，思ったような機能が備

わっていました。やはりPCは｢習

うよりは慣れろ」ですね。

Iおしまい

今回は，ファイルを素早く操作す

るための私流の方法を紹介しました。

この方法はあくまでも私流の方法で

すから，これをヒントに（ヒントに

ならないかもしれませんが）皆さん

にはさらによい方法を見つけ出し快

適なPC環境を作り出していただ

きたいと思います。次回は,OSで

のアプリケーションソフトの取り扱

いについてお話ししたいと思います。

＊1塩田紳二:Windows95を256

倍使うための本VOL.1,株式会
社アスキー.東京.270pp.
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ニュージーランドの巨樹力ウリを訪ねて

小笠原隆三(おがさわらりゅうぞう）鳥取大学名誉教授

曇はじめに●

ニュージーランドは南半球に位置し,7,000～8,000

万年前にゴンドワナ大陸の分裂によってできたもので

ある。このたび訪れたのは北島で，その北部は亜熱帯

気候帯に属している。この地方にはカウリを主要樹種

とする森林があり，カウリのほかにはリム，トタラ，

ミロ，カヒカテアなどの高木や低木，つる性植物，シ

ダなどが密生している。太古の森林を思わせるものが

あり，そのためか映画で恐竜の登場する森林として利

用されたこともあったという。

かつて，大面積あったこのような森林も人間の伐採

により著しく減少し，現在はかつての4％までになっ

てしまっている。

⑤力ウリ⑥

このようにわずかに残された森林の中に，カウリの

巨樹，老樹が見られる。カウリはナンヨウスギ科に属

し，学名はAgzz"Msα"s"禰偽である。

カウリの起源は1億9,000万～1"3,500万年前の

ジュラ紀にまでさかのぼるとされている。カウリは巨

大化，長命化する特性があり，樹齢1,000年を超える

ものが少なくないという。これまでで最も巨大なもの

は幹周が25mで樹齢が2,000年以上のものであった

が，1971年の山火事で枯死してしまっている。

(1)巨樹，老樹

①森の神

この木はワイポウア森林保護区にあり，カウリのrl'

のみならずニュージーランドで最も有名なものである

(写真①)。

樹高51.5m,幹周138m,樹齢2,000年である。

幹の先端は折れているが，通直，完満で樹皮は滑ら

かである。王者の風格を持つとともに何か神秘さを感

じさせるものがある。

こうしたこともあってか，先住民族であるマウリ族

の中の宇宙観というべき話の｢|冒'で，この「森の神」が

主要な役割を果たしている。

それは，昼と夜，太陽と月などのなかった遠い昔に，

空である父と大地である母が抱き合ったままであった
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ので，森の神などの子どもたちは父と母の間に挟まれ

て光も自由もなかった。そこで父と母を引き離すこと

になり，そのことによって光，空間，大気が得られ，

そして生命活動も活発になったというものである。ま

た，この「森の神」は生命を与えることができ，鳥，

虫などすべての生き物は「森の神」の子どもであると

されている。

e森の父

「森の父」もワイポア森林保護区にあり，「森の神」

に次いで有名なものである(写真②)。樹高30m,幹周

16m,樹齢2,000年である。

幹の太さは「森の神」より大きいが，樹高はかなり

低く，全体としてずんぐりした樹形をしていあ。

⑧スクエアカウリ

この木はコロマンデル半島にあり，樹高41m,幹周

9m,樹齢1,200年である(写真③)。幹は名前が示し

ているように，幹の_上部が四角形に近い形状をしてい

る。なぜこのような形状になったのかは不明であると

いう。

④シャムカウリ

この木もコロマンデル半島にあり，もともと2本の

木であったものが成長とともに癒合したもので，いわ

ゆる合体木である(写真④)。樹高，幹周については不

明であるが，樹齢は600～800年である。

これらのほかにもフォーシスターカウリやツウエン

カウリなど有名なものがいくつか見られる。

(2)利用

①材

力ウリの材は極めて良質で，これまで住宅，家具，

橋，船，枕木，彫刻など多くの分野で利用されてきた。

そのために大量に伐採され，特にヨーロッパ人によ

る伐採が激しかったため，今日のような激減を招いた

という。現在は伐採に許可が必要となっている。

e力ウリガム

カウリはカウリガムをつくることでもよく知られて

いる。カウリガムとはカウリから流れ出る樹脂のこと
こはく

である。このカウリガムはニュージーランドの號珀と

もいわれ，装飾品，彫刻，顔料，チューインガムその

他多くの分野で利用されてきた。
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写真①森の神

写真②森の父 写真③スクエアカウリ

写真④シャムカウリ

なお，このカウリガムには先住民族であるマウリ族

に「カウリとクジラ」という伝承が見られる。

それは，地_Lで最も偉大な生き物であるカウリと海

で最も偉大なクジラとの友情の話で，最後にお互いの

肌を交換し，そのことによってカウリは灰色の肌とな

り，そしてクジラが油分の多いようにカウリも樹脂(カ

ウリガム）をたくさん出すことができるようになった

写真⑤カヒカテア

というものである．

毒その他の樹種慧

ニュージーランドではカウリのほかにも，カヒカテ

ア，ボクツカヤ，リム,1､タラなどにも巨樹，老樹が

見られる。例えば，カヒカテアはニュージーランドで

最も樹高の高くなる木として知られ,最大のものは65

mにも達するとされている。今回見ることのできたコ

ロマンデル半島のカヒカテアは樹高60m,樹齢400年

のものであった（写真⑤)。
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森林･林業の再生に向けて

及川秀夫(おいかわひでお）宮城県多賀城市在住

森林に期待される三つの原則，①経済性の原則，②

公益性の原則，③隙境・生物多様性の原則。これらの

原則は相反する面を持っているが，経営的に訓和を図

ることによって，林業が成立すると考える。国有林野

経営における大幅な債務超過によって，国の林業行政

は大きく方向転換した。すなわち従来の独立採算制か

ら，国有林野の赤字を解消するため，長期的には国有

林材を生鱈坂売して，収益を期待して借金を返してい

くが，基本は森林の持つ公益的機能重視の経営を行う

ことに転換した。一方，民有林とりわけ私有林におい

ては，わが国の木材需給率が20％と，諸外|型からの輸

入木材によって供給が賄われている現状から価格が低

迷し，30年前の価格の半分になっている。そして，労

働賃金を含む経費は他産業に追随する形で増え続き，

その収益性は著しく低下しているのが現状である。そ

のため，山林経営に対する意欲が薄れてきており，山

林の疲弊が見られる。手入れのされない森林からは良

質の木材も産出されなくなり，それがまた価格の低下

につながるという悪循環になる。このような森林から

は当然，先述①の経済性の原則はもちろんのこと，②

の水土保全機能・酸素の供給・空気の浄化などの公益

性の原則，③自然生態系の維持などの環境・生物多様

性の原則も十分に機能しなくなる。森林は絶えず適正

に管理されてこそ，その機能が発揮されるのである。

この現状を打破して生き生きとした森林に再生するこ

とが林学者・林業技術者の課題であり，大きな任務と
ちえ

思う。21世紀は智慧の時代。皆で徹底的に考えれば，

解決の方向が見いだされると信じたい。

戦後，復興資材として，また，その後のわが国経済
おうぜい

の高度成長期における旺盛な住宅建設により木材の需

要は拡大し続け，木材は高騰した。そのため，政府は

民生安定のため林野庁に木材の生産を促し，ありとあ

らゆる国有林材を供出した。それでも木材高騰は収ま

らず，ついに南洋材をはじめとする外材のil愉入自由化

に踏み切ったのである。国有林をはじめあらゆる山林

における乱伐によってその後水害が多発したため，盛

んに植林を奨励した。また，木材需要に対する安定的
さ

供給のため，里山の広葉樹（雑木）を伐り倒し，経済

111i値のあるスギ・ヒノキ等の建築材を目的にした人工
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造林政紫を推進したのである(いわゆる拡大造林)。以

上のように先人が営々として植林したわが国の人工林

は,1,000万haにもなり,早いものでは50年生にもな

り，蓄積は16億1n3にもなっており，天然林・人工林

の総計を見ると,32億ln3ほどに達しており,文献によ

ると森林蓄積に対する成長率は3．4％で，出材率は

1.2％あまりであり，数字上はわが国の木材需要量

9,000～l･"m3を賄える量が，連年成長しているので

ある。わが国の人工林は成熟の段階にきていると専門

家は言う。なのに木材需給率は20％足らずで,80%強

が外材で賄われている。一方世界を見れば，東南アジ

ア・南米を中心とする熱帯雨林が，わが国の国土面穣

の約半分に相当する1,700万haずつも一年間に消失

しているという。諸外国の環境NGOからは，「日本は

自国の森林資源を温存して，外匡|の森林資源を食いつ

ぶしている」と非難の声が_|こがっている。そのことが

正しいかは意見の別れるところであるが，ここ当分の

間，木材自給率が大幅に回復する兆しは，全く感じら

れない。わが国の林業は，こと木材価格に関してはお

先真っ暗である。あげくの果て，わが国固有で人工林

樹種の優等生であるスギは花粉症の元凶に挙げられた

り，戦後林政の誤りである等と|当|他ともに認めるに至

っている。国・公・私有林関係者すべてが，木材Ⅲi絡

低下によって林業経営が成り立たないと嘆いている。

社会主義国の崩壊で今，世界経済はグローバル化し

ている。統制経済でないので7｢外国からの木材輸入を

制限せよ」と関係者が声高に訴えても始まらない。製

紙会社は経営統合し，世界の製紙メーカーとの競争に

負けまいと，紙パルプ資源の安定供給を外国でのユー

カリや早生樹の植林に求め，国内のチップ材は補完的

としか見ず，価格は下がる一方である。また，国民，

特に若い世代の人々の住宅に対する志向の変化によっ

て，わが国古来の在来構法による木材住宅の着工数も

若干減る傾向にある。また，大手ハウスメーカーは，

資金力・営業力を武器に盛んにカナダ・アメリカ生ま

れの住宅である2×4住宅を販売している。極め付き

は少子高齢化で,2007年ころからわが国の人口が減少

に転じるそうである。住宅着工は100万戸を割り，

80～90万戸で推移すると予想されている。フローから



ス|､ツクの時代に突入する。当然木材需要の大宗を占

める木造住宅向けの建築材も減ると考えるのが陰|然で

ある。私は一国民として，数-'一年間木材関連産業に従

事して，生活してきた。その間勤めていた会社や団体

で，世の荒波にもまれてきても，何とか食に困らない

程度に暮らしてきたが，木材産業･林業の浮き沈み(沈

みのほうが多い）の激しい業種であると実感した。こ

の間の経験をレビューして，私なりに感じる’~森林・

林業の再生に向けて」を以下に述べ，読者の方々とと

もに考えていきたい。

●私の森林・林業再生論⑤

森林に期待される三つの原則は前掲のとおりである

が，①の経済性の原則が，特に戦後林政において進め

られたところに，現在の困窮の原因があると考える。

独立採算を柱に林業経営を行ってきた国の機関である

林蝉庁は，国策あるいは他省庁の要請からとはいえ，

あまりにも収益重視に走りすぎ，必要以_上の職員を採

用し，その人件費を賄うためにまた伐採をしなければ

ならなくなり，ついには伐る木がなくなり，数兆l･9に

達する赤字を抱えるに至ったのである。日本|玉|中至る

所にある製材所・材木店も，戦後の経済復興策による。

そして昭和40年代後半の高度経済成長の恩恵に浴し

たまでで，努力によって繁栄を築いたとは考えにくい。

私論を許してもらえれば，確固たるポリシーなしに，

収茄を追求してきたと考えざるをえない。林業界にお

いても，需要があるから供給できたまでで，一度不況

に陥ると，材価が下がり，さっぱりもうからないと一

喜一憂する遅識であったと思われる。木材の値段は需

要と供給で決まる相場商品である。だからもうけると

きはいっぱいもうけて，もうけが薄くなったときのた

めに蓄えるという考えで経営してきたツケが，今日わ
もんもん

れわれが不況から立ち上がれず，悶々としている大き

な要因と考える。したがって，現在の不況下でも木材

業界，林業界において，確固たる経営哲学(ポリシー）

を持ち合わせていた人は，それなりの収益を上げてい

ると思われる。では，筆者の哲学は，と問われても，

経営者でも林家でもなく，深く考えてこなかったので

即答できないが，以下に私なりに考える森林・林業再

生論を述べて，ともに林業・木材業界が健全な発展を

遂げて，関係業界はもとより，山村から都市住民まで

が安心して暮らせる，潤いのある社会を皆で構築して

いければ幸いである。

森林は，土・水・空気の製造工場である。およそ物

質は，固体・液体・気体から成り立っている。われわ

れは，これを物質の三態とl1乎んでいる。土・水・空気

は，まさに|茜|体・液体・気体に該当する。われわれは，

今日までこのことを深く考えないで生きてきた。近年，

世界的に干ばつや洪水が頻繁に発生しているように思

われてならない。特にインド・バングラデッシュ・中

国・中南米において顕著に見られる。日本においても

集中豪雨や1ﾐ'1なしの現象が以前になく生じている。地

球科学者あるいは気象学者は，この原因として化石燃

料やフロンガス使用による地球の温暖化を指摘してい

る｡地球温暖化防止が21世紀における世界の最大課題

と言える。

1992年，リオ・デ・ジャネイロで開催された「国連

環境開発会議（地球サミット)-,は地球温暖化･オゾン

層破壊・酸性雨・熱帯林の減少・野生生物種の減少・

砂漠化などの環境問題を討議するものであった。森林

の減少と劣化への対処に関して,｢森林に関する原則声

明」で，すべての森林についての保全と持続可能な経

営に関する世界的な合意がなされた（アジェンダ

21)。地球温暖化を防止するには,化石燃料を減らすこ

とが最重要課題である。化石燃料については，あと40

年足らずで資源的に底をつくとの理論を述べる研究機

関もある。ただ世界には，中匡|・インドなど人口が10

億に近い国もあり，国の発展のために工業化を押し進

めなければならない国々もあり，化石燃料への依存度

は，ますます多くなると思われる。今，地球の温暖化

防止に果たす役割が期待されているのは，直接的原因

となっているCO2を物質循環の過程で取り込む森林

である。森（木の集まり）は，生育する過程で光合成

によって炭酸ガスを吸収し，有機物（主として炭素）

として固定する。燃えたり腐ったりしても，木材自体

の炭酸ガス収支は±0で，地球の炭酸ガス増加には全

く寄与しないそうである。その森林が，特に熱帯雨林

が一年間に，日本の国土面積の半分にも相当する

1,700万haも減少しているとの統計が国連より発表

されている。わが国は，森林面積が国土の67％という

世界有数の森林国である。そのわが国の木材自給率が

20％足らずであるとは，経済のグローバル化,価格が

匡|産材に比較して安価，産出陸’（輸入先）の外貨稼ぎ

等の要因はあろうが，世界の森林を荒らして自国の森

林に手を加えないといった収益中心主義がまかり通っ

ているとしか言いようがない。自陸|の森林を適切に管

理して，成長量の範囲内で伐採して，必要最小限の量

を輸入する資源活用型にそろそろ転換する時期にきて
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いる。森林は，「伐ったら植える｣を繰り返すことがで

きる再生産可能な資源であり，そこから得られる木材

は，正にエコマテリアル（環境を意識した，あるいは
きぐ･

配順した材料）である。そして化石燃料の枯渇が危慎

される時代における，資源循環型社会における最も有

用な資源である。

弁護士でさわやか福祉財団理事長の堀田力氏は，

｢海外緑化とボランティア活動」をテーマにした「国民

参加の森づくり」シンポジウムの紙上報告（朝日新聞，

4.12.2000年)で次のように述べている。「緑化運動と

いうと一生懸命緑をうえることに|ﾖが行くが．もっと

根っこ問題に目を向ける必要がある。たとえば，緑化

の蝦大の的は発展途上国人口の大爆発だという言い方

ができる。食べていくために森林を切って畑にしよう，

暖をとるために伐採しよう，もうけるために輸出に回

そうということになるからだ。だからと言って，発展

途上国に我慢しろというのは，先進国のおごりだ。む

しろ，これらの国に経済的な援助をすることで，経済

成長や民主化を促すべきだ｣。

．“…世界中が豊かな民主国家となれば，人口の増加

はlとI然に止まる。資源が富める国に集中するような不

公平はなくなり，上手に皆で分けて使う時代がきっと

くる。富める国と言われるわが陸|でも，国際協力事業

団（政府のODA)や国際ボランティア(NPO等）に

よる東南アジアやアフリカでの森林保全活動を行って

森林の減少抑制と再生に努力しているが，肝心の国内
あえ

の林業は，長引く経済不況と外材との価格競争に喘い

で，失速寸前である。先行き明るい展望が見られない。

わが国の経済を支配している財界人は,IT,電子マネ

ー，経済のグローバリゼーション化など，われわれ凡

人には理解しがたいことを述べ,21世紀は情報技術の

時代だと，相も変わらず収益に|:!心主義を突っ走ってい

るようにしか思われてならない。現在の経済不況の要
おご

因がマネーゲームの箸りのツケであったにもかかわら

ずである。もっと国内に目を向けて，ビジネスで得た

収益を，生命の根幹を成しながらどこからでも手に入

ると安易に取られている産業である腱林業に還元して

もらいたいものである。GDPから言えば,今やマイナ

ーな数字で国民の生活向上に貢献していないかもしれ

ないが，森林の持つ水源かん養，｜塾|土保全，環境保全，

森林文化機能，そして太古から日本は木の文化の国と

言われたが，それを支えた木材生産機能の働きをあら

ためて見直すことにより，先端技術と伝統技術が底流

から融和した潤いのある，かつ諸外国にも好かれるよ
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うなこの|垂lを,21世紀に引き継ぐ責務がわれわれには

あると思う。木材・林業界で生活資金を得てきた一国

民として，最近思うことを列記し終わりにしたい。

①森林・林業予算の倍額を。その原資を高収益産業

の税金から。

②水源税を徴収し，川上の水源林の整備に。特に，

水を多く使用する産業が対象。

③川上である森林が適正に管理されるよう，森林整

備にかかわる山村労働者に相応の報酬を。

④地球の温暖化防止と有用資源の保存延命を図るた

め，紙・電気・石油化学品の使用の減少（リデュー

ス)，再使用(リユース)，資源として繰り返し使H1（リ

サイクル）する循環型社会の構築を進める。

⑤公社造林のような公的資金が使われて森林整備が

行われている森林には，極力森林ボランテイアなどの

奉仕作業と協力を得ながら森林に対する理解者を増や

していく。

⑥新聞・雑誌で読んだ北欧で進められている森林資

源の燃料化（森林バイオマスエネルギー）を山村にお

いて推進する。公害にならないボイラーの導入が重要

である。間伐の過程で発生するやせて利用できない木

材の利用。

⑦森林ルネッサンスについて考えるiliiiを広げる。森

林インス1､ラクターの人たちの協力を得て，森林につ

いて学ぶ理解者を増やしていく。特に21世紀を担う子

どもたちに森林に関心を持ってもらいたい。

⑧間伐材の利用拡大については，林野庁，各都道府

県行政も業界と連携しながら新製品の開発など需要拡

大に努めているので今後も増えていくと思うが，概し

てこの業界は売る努力が不足しているとか,PRが下

手だとかで，頭で描いているほどにはなっていない。

したがって，消費者ニーズを的確に把握して製品開発

を押し進め，それを売る努力を続ければ，相当の需要

が期待できる。

⑨木材の最大の需要先である住宅産業向けの木材需

要については，住宅品質確保促進法の施行により，乾

燥材(KD材)供給やエンジニアリングウッド化の立ち

遅れから，安心して木材が販売できなくなり，また需

要先からも乾燥材を求められるので,今までの生材(グ

リーン材）は，ますます売れなくなるので早急に対策

を誰ずる必要がある。

⑩住宅の専門家ではないので詳しくはわからないが，

私なりに考えることは，これからも木造在来幟法が居

住用住宅としての支持を受けるには、構造的に安全で，



欠陥のない安心な住宅であることが条件である。乾燥

材を使用することは，狂いの少ない耐久性のある住宅

の必要条件である。そのことにより，今日シェアを増

やしている2×4住宅からの回帰が見られると確信す

る。

⑪住宅は,わが国の少子化が統計的に現れる2007年

以降，フロー（供給）の時代からストック（在庫）の

時代に入り，着工数も80万戸台になると予想される。

うち，木造在来構法住宅は，せいぜい38万戸程度で，

木材の使用量も減ることは確実である。木材住宅業界

の生きる道ば，ストックに耐える頑丈でリフォーム可

能な住宅を建てる以外にない。ここに，木材業界の入
はりけた

り込むすき間がある。すなわち骨太の柱や梁．桁を使

用した住宅を建てることにより，坪単位（原単位）の

木材使用量を増やせる。

⑫かつて建設省・農林水産省の共用外郭団体である

口本木材住宅技術センターが開発した7×7構法のよ

うな住宅を新たな木造住宅として採用できないか。も

ちろんすべて乾燥材を使用しての話だ。これにより坪

単価が高くなるが，木材の使用量は確実に増えると思

われる。

⑬スギ材の利用について，腰板や羽目板としての加

工材が盛んに製造されてきているが，利用のほうはい

かがか。既存の住宅を含めて，これから建てる住宅に

一部屋でよいから内装材としてアクセント的に使用す

れば，量的に多く使用される。特に子ども部屋に使用

すれば心も和み，勉強も能率的になる。何よりも木材

に親しみがわくようになる。少も集まれば多になる。

⑭最近，化学物質過敏症とか，新築住宅から発生す

る揮発性有機化合物(VOC)によって「目が痛くな
ぜんそく

る｣，「喘息｣，「かゆみ，湿疹」等の摘気になる人が多

発している。これらの建材や壁紙に含まれる化学物質

が原因で起こるシックハウス症候群が問題になってき

ており，現在，住宅生産団体連合会も対策に乗り出し
むく

てきている。無垢の木材や抽出成分などの森林資源に

は善玉の成分を含むものが多いので，安全な建築材料

として使用が増大する機運にあると考えられる。

⑮その他，近い将来，森林総合研究所・大学・地方

研究機関・民間企業の研究部門などから，木材を利用

した有用な材料や商品が開発されると思われる。

以_'二，森林・木材の再生に向けて，過去をレビュー

しながら述べてみた。わかりきったことで新しい試み

は特にないかもしれないが，ヒントになれば幸いであ

る。読者とともに，さらに考えていきたい。

投稿募集のお知らせ

会員の皆様の投稿をはじめ,ご意見．ご要望など,随

時お待ちしております。どしどしお寄せください。掲

載の可否,時期などは追ってご連絡申し上げます。“写

真｜枚と若干のレポート”といったスタイルのものも

大歓迎です。まずは普及部編集室までお問い合わせく

ださい。〒’02-0085東京都千代田区六番町7棚日本

林業技術協会普及部編集室念03-3261-6968～6967

雑誌「森林航測」第197号(今年度第1号)刊行のお知らせ
B5判,24ページ，年度3回発行，定価（本体570円十税)+送料,3号分ご購読予約の場合は送料サービス

●197号内容・・

衛星データを用いた京都議定書3条3項のARD抽出手法の開発

．.….....”…..．….……“…････..．....･.．､…….…････－．．．堀修二・林治克・天野正博・松本光朗・粟屋善雄

超高解像度衛星画像の概要･･･････…･……･････…･･．．………･．．…･…･“･･･…．．………．．“･…･･･…･…"古家直行

インターネットで買えるフランスの空中写真･････－……･･･……･………･･････…･…･…････…･“"齋藤英樹

稼働を開始した次世代撮影システムエアボーンデジタルセンサーADS40･･．．…･…･…･…･…･･･阿部伸

〈空中写真ブラボー！スペシャル〉第1回AirPhotoLab北海道バンザイ．．…．．…･……･……･板垣恒夫

〈空中写真ブラボー！〉⑤教科書「高校地理B」での活用風景……････……．．…･…･……･…･普及部編集室

ガッツ後藤君です－森組から国士舘大院地理に・・･･･……”……･･･…･･･････…･････････“……普及部編集室

〈緑の付せん紙〉｜日公開行事のネタに最適1青赤メガネで見る立体写真････････…･･･…“…･…弓場憲生

空中写真閲覧システムの試験運用始まる（国土地理院）”･･･…･･･････････････…･････…･･･…･普及部編集室

お問い合わせ・お求めは，〒102-0085東京都千代田区六番町7㈱日本林業技術協会
普及部販売担当(峯)"03-3261-6969,FAX､03-3261-3044までどうぞ。

1遥至詫び…皿号記載の｢空中写真撮影一覧図』の定価は,本体4,200円十税となります｡】
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窪

ご

に合わせて配置された比較的高齢

な人工林，そして集落近くに作ら
れた人工的な模様の茶畑がそれぞ

れ独特のテクスチャを織りなし，

個性的な地域景観を生み出してい

る。

模擬審査員を務めた富村周平さ

んの言を借りれば,「森林の全容を

51馳過髭ミﾅ､‐④

の試み汗曽
＝
＝

園

白石則彦の

お茶の郷で模擬認

よく把握しており，まるで家庭菜

園を営むように時宜を得た手入れ

がなされている｣｡メンバーのひと

り杉山嘉英さんは「やりたいこと

はいろいろあるが，人手と経費の

制約で最低限のことしかできな

い」とおっしゃっていた。しかし

林業が不況のこの時期に，やるべ

きことをきちんとやる森林管理の

姿勢はやはり立派である。

模擬認証審査と並んでもう一つ

牧さんが仕込んだユニークな企画

があった。それは3日間の日程の

最後の半日を使って,「もしウッド

クラフトが森林認証を取得するこ

とになったら」と仮定し，どうし

たら認証を地域振興に結び付ける

ことができるかを皆で討論したこ

とである。これには前日の公聴会

に参加した市民団体や町・県職員，

…‐ぞ…-層毎1＝や幽陣…I＝劃皿14，皿r軟心－F姶且舞韮iU史…雷11…詞…罪:斜

は，ハウスメーカーや大工さんと；

の打ち合わせで中味を理解したり，：

｢木遣い｣についてあなたの意見を：

的確に伝える必要があり，本書は；
｢木材や木質材料｣についての基礎：

知識を持っていただけるようにもI
構成されています。さらに，地球＃
温暖化防止の問題が国際的な課題；

になっていますが，こうした情報；
も第二部に解説されていて，わが§

国ばかりでなく世界を視野に入れ；
た森林，林業木材産業について，。＝…

森林認証の勉強会などにかこつ 模擬審査の対象となった経営体

けて，各地の森林を見せていただは「ウッドクラフト中根川」という
く機会が増えた。その中で印象に森林所有者6人からなる協業体で

残っているのが，お茶とSLで有ある。この名称には,高度な林業技
名な静岡県大井川流域で平成I3術者集団を目指すという気持ちが

年’0月に開かれた森林認証模擬込められているという。メンバー

審査会である。これは森林認証にらは助成を受けて共同で林業機械

対する理解を深めるため静岡県がを購入し，厳しい状況の中でも前

主催したもので，森林認証制度研向きに林業経営に取り組んでいる。
究会の幹事である三和総研（現造林から伐出に至る保育．生産作

UFJ総研)の牧大介さんがコーデ業を自前でやれるだけの機材と技
イネータを務めた。森林認証の視術力を備え，人手が必要なとき互

点から現地検討会を行い，認証をいに助け合える態勢ができている
取得する際の課題を摘出しようとことが強みである。

いう試みである。「模擬｣とはいえ現地審査の名目で見せていただ
限られた時間の中で森林と製材工いた森林は，総所有面積700ha弱，

場の視察,経営者らの聞き取りと背渡な地形に巧みに林道を通し，
書類のチェック，関係者を集めて人工林率80％に達するが，崩壊箇

の公聴会まで，森林認証審査のひ所は見当たらない｡遠望すれば,沢
と通りのプロセスが含まれていた。筋や尾根に残された天然林と地形

'－－－1認却也…字謹壼＝$＝＝ー…--･丞．~筆･-門豚L＝r‐…9－…＝･訂b‘跨一.浄功牌祁U,窪.gt△,唄一,､品詞…発剥》
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木の家づくり
少

本書は，いざ住宅を建てるとき

のいろいろな疑問や心配事，気を

つけるべきチェックポイン|､など

をわかりやすく解説してくれてい

ます。今お住まいのわが家のメン

テナンスや，住むうえでの日ごろ

の心がけについても詳しく教えて

くれています。

「木の家づくり」を目指すために

木の家といえば，温もりと優し

さに包まれ健康な環境が得られる

一方で，建材からホルマリンが出

る，狂って建て付けが悪くなる，

湿気に弱く腐りやすい，地震に弱

いといったいろいろな話があって，

いざ家を建てるとなると，どんな

木造住宅がよいのか迷ってしまい

ます。
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森林組合や加工業者らのほか，ウ

ッドクラフトのメンバーに再び集

まってもらった。

’時間ほど自由に討議した結果，

非常に多彩な企画が提案された。

認証材を地元の学校や公共施設に

優先的に使っていこうとか，地元
で完結する流通経路の構築，お茶

､SLと連携した土産用の小物作

り，さらには都市部の子どもたち

を招いての交流植林事業など，創
造的な提案は50項目を超えた｡内

容もさることながら，この討論の
最大の収穫は，山村地域の活性化

という共通の目標に向かってさま

ざまな立場の人々が一つのテーブ

ルを囲み，自由な雰囲気の中で意

見交換ができたことである。

林業振興のための「上流と下流

の連携」とは,10年以上前に流域

管理システムで提唱された理念で

あったが，残念ながら絵に描いた

餅に終わってしまった。その最大

の理由は，流域管理システムが上

下流の人々を巻き込む魅力に乏し

かったからであろう。地域を挙げ

ての認証取得は，目指すところは

流域管理システムと類似するが，
環境配慮を売り物に商品の差別化

という付加価値を生み出している

点が異も撫賑j’ﾎ業と林産業は，非
常に近い間柄でありながら，現実
には限られた利益を取り合う関係

でもある。トータルな付加価値が

増さなければ協調は難しいのだろ
う。

第53回全国植樹祭が山形県金山町で開催され

た日，久しぶりに小冊子「緑化の恩人，ノースロ

ップ」（久我俊一著，昭和46年）をひもといてみ

た。

米国東部出身で，牧師・教育者としての立場か

ら全米に植樹の日（アーバーデー）を推進してお

られた博士が日本を訪問されたのは，明治

28（'895）年。滞日中のある日，文部省に牧野伸

顕次官を訪ね，学校教育における緑化の意義を述

べられた。同次官は，早速この話を全国師範学校

校長会で紹介，このことが，わが国における学校

林活動の端緒となった。

明治・大正を通じ全国各地で学校植林活動が継

続されたが，戦後は国土緑化運動の一環として新

たな位置付けが行われた。具体的には昭和24年，

文部･農林両次官の通達に基づき，「第1次学校植

林5ヶ年計画」が実施された。本計画は，毎年｜

万ha,5年間で5万haの植林を計画したもので

あり，荒れた国土の緑化に大きな役割を果たした。

学校林の役割は経済・社会状勢や森林・林業を

取り巻く状況に応じて変化し，最近では環境教育

の場として，その役割が注目されるようになって

いる。

折りしも本年5月，国土緑化推進機構が5年ご

とに実施している学校林現況調査の結果が発表さ

れた。これによると全国の学校林保有校の数は

3,312校,面積は21,030haとなっており，全国の

小学校から高等学校までの4万校のうち，約8％

が学校林を保有していることとなる。5年前の調

査に比較して，保有校数・面積とも減少傾向にあ

るが，社会科や理科教育，緑の少年団活動のフィ

ールド等として，さまざまな形で学校林が活用さ

れている。

本年4月からの「総合的な学習の時間」の実施

に伴い森林環境教育への関心が高まっている今日，
は

ノースロップ博士の業績に思いを馳せつつ，新た

な学校林活動の展開を期待するものである。

(s)

（この欄は編集委員が担当しています）
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白石則彦（しらいしのりひこ）／
東京大学大学院農学生命科学研究科

助教授

a.上酷垂亨2口.－

あなたも知識人になっていただけ

ます。

あなたの住まいの建築現場まで

のお供に，また，森林，林業，木

材産業を理解していただくために

も，格好の参考書としてぜひお薦

めします。

側林業科学技術振興所／金谷紀行

＊お申し込みは,FAX,E-mailま

たは郵便でお願いいたします。

潅 二壁←＝a… ー 諸事呂品?､踊酎…
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アゾレス諸島のスギ〈顎卑にも近皐ﾅﾗﾀヶ霞
ポノレトガルから研究者一森林宮らによる被害（根腐病など）が見ら

4名が来日れ，風害も発生しているとのこと
です。現地の行政府は，今後もス

；本誌No.685･686で，「アゾレス諸ポルトガルのアゾレス諸島には，ギ造林政策を進めていくこととし
§島のスギ」について寄稿された，，9世紀の半ばに日本のスギが入り，ており，これらのスギ被害への対
冒リスボン工科大学のMH､アルメ|930年代後半から一斉林として広応と併せて，遺伝．育種面からの
サイダ助教授,大学院生のC.ファリ範に植栽されるようになり，今で優良スギの研究・開発を目指して
,1アの両氏と同大学森林土木プロジは，全島で|5,000ha(全森林面積おり，日本との研究交流もこれが
；エクト評価委員のJ.アルメイダ氏の2割を占める),行政府もあって端緒になったとのことです。
＃（アルメイダ助教授の夫)，アゾレ人口の多いサン・ミゲル島では 今回二度目の来日となったアル

；ス自治区森林局員Jベレーリク氏|0,000haのスギが分布していまメイダ助教授，フアリア氏ら一行
“の一行4名が，去る6月2日来日す。現地では間伐等の施業も行わは，上記の研究機関を再訪し，い
し,2週間の日程で,林木育種センれ，材は窓やドアなどの家具材やつそうの交流を深めました。また
剛夕一，森林総合研究所や関西（京建築用材（コンクリート型枠材な関西，九州地域のスギ林業地の状
｜都・吉野地方)，九州（日田地方）ど)に利用されており，また，島に況を精力的に見て回りましたが，
‘のスギ林業地を視察しました（ア多い放牧地では防風林にもよく利これらの林業地がよく管理されて
リルメイダ助教授，フアリアの両氏用されているとのことで，スギはいるのに驚いたとの印象を語って

Iは3年前にも来日)。現地ではよく見かける樹種となっいました。
lDMJ凶$帖銅吋航?l咄､机1W聖諦d雪……H目氣，ごロﾛ売口完売誼呂E鉦!■理暉､荘＝ゴー純l2jmt，…禰税Ⅲ…．.-G厘脈……?1竪錨;…毒灘極轆郵1名'f,毎場準､桑R唖#缶l…j“郡剛mmH眺魁4岬z瑛守珂町､…疹増■昭罫再騨…H唖塞……謡湘墾,恥●、，.H･･』‘TID屯,邪Ipqlq■【.¥函
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爆有幽多熟:1面j【漬潟摸別に露
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わが国の林家の動向をみると，

小規模零細な森林の所有構造には

大きな変化がないものの，主業と

する業種は大きく変化した。

世界農林業センサスによると，

会社勤め等恒常的勤務に就いてい

る，いわゆる｢サラリーマン林家」

の構成比は，山林の保有窺模が5

ha以上の林家において，昭和35

年の5．｜％から平成12年には

43.0％に増加した。平成’2年に

おける林家の主業構成比をみると，

保有する山林の規模が大きくなる

ほど林業を主業とする世帯の割合

が増加するのとは対照的に，小規

模な林家ほど恒常的勤務を主業と

する割合が高い（図)。

このような就業形態の変化は，

林家の林業経営に大きな影響を与

えた。

第一に，保育等の林業作業を行

う世帯員数の減少である。山林の

▼図保有山林面積規模別にみた林家の主業

E壷罰林家数一■一恒常的勤務

(％）→←日雇・臨時雇一一林業

－出稼ぎ

－◆一林業以外の自営業
(万戸）

60 16
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5～10未満10～2020～3030～5050～100100～500500以上(ha）

I漬料：農林水産省「2000年世界農林業センザス」
注：，)主業とは,世帯の生計の主なよりどころである仕事をいう。2つ以上の異な

った仕事がある場合は所得の最も多いものを主業とした。
2)年金・利子のみが収入源である林家を除いている。

3)2000年世界農林業センサスから，主業が農業である林家は，林家以外の自

営業に含まれた。

y，．UⅡ91刑U四△唾…蓉司…，昭二E司一…一一甲｜則1 ．韓…一一F固辞7唖4－β閂函叫P・雫浄－1陸4．．熈琴雷喉虹f霧】韓搾ぅ 出
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林政拾遺抄
三雲

△雰鶏捧殻喋謝蕊電譲，
（通訳を担当，日林協地球環境部職！
員)，アルメイダ氏，ベレーリク氏）

この国内視察の合間の東京滞在

中，去る6月5日，本会も加盟し”

ている「日本林政ジャーナリストI
の会」「林業広報連絡会｣主催によ’
る，「アゾレス諸島のスギ林業｣のl
講演会が日林協にて催され，併せ

て懇親会がもたれました。初耳の
へきれき

参加者もあり，まさに晴天の毒震I
の感が漂うなか，アゾレスのスギ1

の現状を聞き，はるかに遠い大西

洋上の島に日本のスギ林が生育しI
ている事実に，驚きを隠せなかつ；

…編集童/福井鴫_鼠,’
たようです。

I

待穂砺塩
古いことはわからないが，す

でに16世紀以降には東京湾沿

岸の各地で塩の生産が行われて

いた。江戸時代末期には「塩浜

26力村」（現在の浦安市，市川
市，船橋市を含む地帯）に広が

っていた。それらの海浜から生

産される塩(行徳の塩）は，「御

軍用第一之事,御領地一番之宝」
と言われて，幕府の手厚い保護
を受けていた。

塩づくりの方法には，揚浜法

(あげはまほう：砂浜に海水を

まき天日によって水分を蒸発さ

せ，濃い塩分が混じった砂を海

水に溶かし煮詰める方法）と，

入浜法（いりはまほう：遠浅の

海の沖に堤を造って塩田とし，

中に海水を入れて天日で乾かし，

煮詰めて塩を採る方法）の二つ

の方法があった｡入浜法はI7世

紀ごろから普及し，塩の生産量

は一挙に増大した（塩の生産は

大正の末まで続いた)。
塩の生産量が急壜するにつれ

て燃料の需要量も増加した。燃

料として使用されたのはマツの

落ち葉，アシ，カヤ，ササなど
で，特にマツ葉は古くからの主

燃料であった（石炭に替わった

のは明治期)｡マツ葉やカヤ採り

を主業とする人も多く，〈｢当村

御年貢支度之儀ハ年中男ハ萱苅

取松葉取塩浜式里附送り御年貢

支度井渡世仕候」（宝歴I0年＝

'760)>は，それにより年貢を納

めていたと述べている。

l9世紀の初めにはマツ葉を

採るその経営畑に松喰い虫が発

生した。〈｢下総国葛飾郡小金領

藤原新田（中略）元来取立新田

二而民家少ク人少故，下畑之場

所松木植立,御年貢之手当二仕

候得共，拾ヶ年巳前卯年中ヨリ

松虫碧敷発向二而植立候松木喰

鐸3－．A只塞宅…蝿E-.17■.､."挿郵･呂試亀一P撰唖亘中=鄙垣r抄声祁畷戸例.ﾛ

荒－面二枯木に相成，無余儀行

徳領村々江附出塩焚木二売捌，

(下略)」（文化'3年=I816)>。

この資料はマツ葉生産の畑に松

喰い虫病害が発生したので年貢

の減免を訴えている。幕府はこ

の訴えを受け，約73haの松喰

い被害地を荒畑と認定し，その

復旧費用150両を下付する一方，

ナラ，クヌギの植替え費用を交

付するなど，手厚い復旧の手を

差し伸べた。

「行徳の塩｣は江戸市民の重要
な生活の資だったからである。

＃
§

本稿での資料は,鏑木行広｢幕領

千葉郡藤原新田の年貢一松喰い虫

喰い荒し一件と関連して一」(rgf
葉県の歴史』，14巻,pp･I7-29)に
よった。

なお下の表は同氏作成の表を写

させていただいたものである。厚

くお礼申し上げる。

（筒井迪夫）

保有規模が5ha以上の林家にお

ける林業従事世帯員数は，昭和45

年の｜､26人から平成12年には

057人と著しく減少し，林家にお

ける家族労働主体の林業生産活動
雲<0

の停滞が危'|具される。

第二に，不在村森林所有者の増

加である。増加するサラリーマン

林家の中には，高度成長期を中心

に，山村地域から都市部へ移住し

た世帯が含まれる。このほかにも，

開発や投機目的のための林地購入，

村外の相続人による森林相続等が

考えられる。不在村林家は，森林

施業を委託して行う者も－部に見

られるが，在村林家に比べて施業

の実施割合が低い。

このようなことから，自ら施業

や経営を行う能力を持たない林家

の増加が予想され，施業や経営の

放棄された森林が急激に増えるこ

とが考えられる。

このため，このような林家に代

わって，造林，保育，素材生産を

効率的に実施できる森林組合等の

林業事業体や意欲のある林家の役

割が重要となっている。

0

Ｌ
Ⅱ
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松喰虫による被害反別

荒分|怪木簔難分|作付分|反別合計

■
■
。

名 前

政右術Pl1

縮左衛川

消左術門

佐右衛門

吉左祷門

鐙兵衛

市右斯門

甚八

新左衛門

甚兵術

忠七

与七

市左衛llI」

安右衛門

云右衛門

会次郎

伊之助

六兵衛

学右衛門

忠兵衛

利兵術

三左衛門

庄左術門

内蔵之助

利右衛門

庄兵衛

霊願寺

松虫喰荒到
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30.000

M.305
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§研究報告鏡“号

､“;‐”2002犀-8月締馬蕊森赫砺究所．
口癖植栽趣ご識ける.↑タモリカの機雷棗態と-ド刈
りによる妨除試験

布川耕一

ロクロマツ当年生実生の発生消長に及ぽず地表剥ぎ

取りの効果

武田宏

｜ロ新潟県育成プﾅｼﾒゾ菌株の栄養材臓ﾛ効果
：￥岸蒸隆昭

i口新湾砿蕊撒蓮次赫における菌獅発鋪湖につ％
いて(I1)

一オニイグチ科の発生一

松本則行。本間広之・田中修

別種季生産性調査
､.･12、．．§2．.、,：

竹輔鱸榊膜照縦ダィ｣い『↓･

ﾛマツ"辨洋ゼンチユウ抵抗性ﾏﾂ撰給特別対策事
業，

竹本雅晴・神原照生・石川英男

ロマツソマダラカミキリ誘引試験

高谷芳忠・竹本雅晴・神原照生

ロマツ材線虫病に対する誘導抵抗性に関する試験

加藤高志・竹本雅晴

bﾏﾂﾉ‘話娠カミ朱ﾘ発生消長調査
“高谷芳忠

口祇くい虫被害跡地のマツのニドペキ泌浄の脱出消
長

加藤高志

ロキバ秀類の被害防除技術に関する調査

羅

Ｉ

研究報告第8号
、輪.r~,.‘

‘i,《2002‘年3月群馬県林業試験場
‘ロ群馬県藤象零材の強健性能…；:…

'1＄瀞諏畑]佃初男ｳ小黒職:坤嶽靖鮒
擬ゞkあ:り恵

口熟ギ中目謎の利用に関する研究一

一スギ梁材の製品化－
町田初男・小黒正次・中島靖雄・

信澤弘由

口沃ギ材によ:る住宅構造用集成材の開発と:実証
‘町田初男。d鶴正次‘中島靖雄‘

茂木の蝿ゞ WJII均
口マイ･ダケ菌床栽培省資源･低コス:ﾄ栽培技術の開
発

一堆地材料の稔討－
松本哲夫・川島祐介

肘T
l↓'

'1）

蝋

蝋
臓
聯
墹
醗

研究報告第16号

平成14年5月長野県林業総合ｾﾝﾀー
画ブナを主体とした広葉樹人工林の初期管理技術の

開発

望繩織鰄における広蛾林漉鐡術の確立一
‘”小山泰弘･1淵陶論弘｡吉川仁

口野生獣類雁係わる森林被警防除法の開発並びに生
息数推移予測モデル確立のための基礎調査

岡顕充弘・小山泰弘

ロカラマツ樺洙心腐病の被害実態の解明と被害回避

法の確立

岡田充弘・小山泰弘・古川仁

口菌根陸送のこ類の火工栽培技術の開発
;：密“":;，鮒概博識,‘増野和陰
口迩噌職蕊資高耐州薪素獅職
一前延理遷して寸法安定ｲ拠理の橡討一

.’,．』、

柴田直明。吉野安里

ロ透明塗装木材の耐候性について

吉野安里§柴田直明

、

平成12年度業務報告第33号､
平成14年3;月香川県森林センター

‘口箒ﾂゾずｲｾジﾁｭﾂ撫抗性rﾏﾂの卿適応試賊
'(')(";"T4

竹本雅晴･神原照生

ロマツノザイセンチュウ抵杭性採種園における家系
別の着花調査

竹本雅晴・神原照生

ロマツノザイセシチュウ抵抗性採種園における家系

9〃
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繍鯉禦辱猟縦羅＃滅撚溌諦零A嚇噛;5”肇織撫,"剛"……"…“癬川県森林ゼ:ン夕:－〒769-0317仲多度
長野尉氷業総合センター〒399-()711塩尻罰譜丘字狐久保5739TEL:0263¥52=0600FAXO263-51-1311
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★ここに紹介する資料は市販されていないものです。必要な方は発行所へお問い合わせくださるようお願いいたします。
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北海道

全国

〃

第131両|緑の少年団全国大
会

全国緑の少年|制遮州（東京都千代田|X平河lllj.2-7-5砂防会館内鍾
03-3262-8451)ほかソ記念式典｢札|幌サンプラザホール」（札幌ili),交流
集会「道民の森」（当H1IIIIT･月形町)。

柵日本治山治水協会(東京都千代田区永山I1112-'1-3"03-3581-2288)
／｢第3回世界水フォーラム｣に関連して，r水をはぐくむ森林｣について，
絵画および標語を募集する。募集締切は9/15。なお詳細は主催者へお問
い合わせください。

世界fども愛樹祭コンクール実行委員会(福岡県八女郡矢部村大字北矢部
10,528番地丑0943-47-2122)/子どもたちの生活の場に身近な樹木に

対する愛情あふれ為夢を絵画,作文,詩に表現した作品を全世界から弊雄
する。応募締切は1l/30。なお詳細は主|IM者にお問い合わせください。

｢第3回世界水フォーラム」

関連総画および標語コン
クール

第121回1世界子ども愛樹祭
コンクール

雨

＃．＃
Y1

8 月

鍵譲畿溺譲繭雲雲藍噌＝､＊…
シンポジウム」蛎務局（東京都文京区本駒込5
務センター学術講演会開催事業部丑

港区『日本学術会議Iおよび'~はあといん乃木坂J
する学会や行政機|測辮が最新の成果や報告を持ち

|憲毒薑-壷』､箪擢溌篝蕊屡徳婁常雲等夢一”
「第6回水資源に関するシンポジウム」蛎務局（東京都文京区本駒込5
－16－9個)日本学会事務センター学術講演会開催事業部丑
03-5814-5800)／東京都港区『日本学術会議Iおよび'~はあといん乃木坂J
,／水資源について,|ﾘﾘ係する学会や行政機|測辮が最新の成果や報告を持ち
'寄り幅広い検討を行う。

'特定非営利活動法人環太平洋学生キャンプ事務局（東京都杉並区西荻南
2-12-9通03-3332-4395)／東京都r国立オリンピック記念青少年総合
センター」および長野県「国立信州高遠少年自然の家坐／環太平洋地域の

国々12カ国からの高校生を対象に，国際交流を目的としたキャンプを行
う。

冒険教育を椎進する会（長野県北安錘郡小谷村北小谷大綱缶
,()255-57-2211）／侭膨県明科町･天平の森公|測および小谷村周辺，北アル
1ブス･白蛎山麓／全国の小学生が大自然の11:Iで，森を使った冒|晩教育と鰍
|境教育の融合したプログラムとキャンプを行う。1泊2日～2泊31-|の
キャンプを全5回実施。

全国建具組合連合会（東京都千代圧|区神田東松下町48番地趣
03-3252-5340）／岩手産業文化センター（岩手郡滝沢村)／全国建具組合
連合会溝成員の催良建具を展示公開する。

感綻-と、曽~毒'‐・事薯 認

東京

Ipf｡.､･､ti駐
J

､土

弓宅

蕊識;
■■■凸■奄

鍵 蕊

き

り竜弓
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I，－
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長野
4ｰ･母帝Pqql由｡司

り 虹

呂．.

1，首

P.

源に関するシン

回環太平洋学生キャ第18
ンプ

(東京都杉並区西荻南
亨ツク記念青少年総合

画／環太平洋地域の
lとしたキャンプを行

平成14年度子どもゆめ基

金助成事業「おたり森の子
クラブ2002J

|鍔雲
第36回全国建具展示会

日本林学会支部大会(日林協支部連合会併催）のお知らせ

●東北森林科学会第7回大会……日時：8月22(木)～23日(金)／会場：福島県福島市杉姜会館（〒

960-8065福島市杉妻町3-45,TEL:024-523-5161)/プログラム;22B(木)=テーマ別セッ

ション1(10:00～12:00),ボスターセツシヨン(12:00～15:00),テーマ別セッション2(13:

00～15：00)，総会（15：15～16；30)，懇親会（17：30～)。23日(金)＝口頭発表(9；00～12：00）

／問合せ：〒020-855O盛岡市上田3－18－8岩手大学農学部農林環境科学科東北森林科学会第

7回大会運営委員会事務局伊藤幸男（いとうさちお),TEL&FAX:019-621-6280,E-mail;

sachii@iWate-u.ac.jp

●第54回日本林学会関東支部大会……日時：2002年9月19(木)～20日（金）／会場：群馬県民会館

（〒371-0017前橋市日吉町1-10-1,TEL:027-232-1111)/プログラム:19B(木)=講演会

「地球温暖化防止を考える」および総会。20日(金)＝研究発表会／問合せ：〒950-218I新潟市五

十嵐二の町805O新潟大学農学部森林環境管理学研究室山本仁志#TEL:025-262-6629,FAX:

025-262-6854。または，宮林（東京農業大学)，佐藤（群馬県林業試験場）

林業技術No.7242002.7-③



《~~編集室雑記》
自然に帰してオフィスの窓際に

かなり以前から小さな鉢植えがあり

ます。ふだんは気にも留めていなか

ったのですが，よく見ると，小さな

白い花と青い実と赤い実を同時につ

けています。今の季節に変ですね。

森林総研の専門家に教えていただい

たところ，’~万両」に似たこの小木

は，カラタチバナ（別名「百両金｣）

といい，7月ごろ花をつけ，11月

～2月に結実するとのことで，かな

り珍しい状況にあるようです。室内
照明と空調で季節変化がなくなり，

乾燥等のストレスが蓄積されたこと

が原悶のようです。適切な自然環境

に置けば，じきに正常に戻るでしょ

うとのことですが，私たちへのささ

やかな警告なのでしょうか？
（カワラヒワ）

写真コンクール林業界だけでな

く自然写真愛好家にも広く知られて

いる本会の「森林・林業写真コンク

ール｣。先の49回からは，デジタル

カメラの部も登場して，一般題材の

部，特別テーマの部の新3部門と意

りました。惜しむらくは，時代の流

れとはいえ，モノクロ写真の部とい
う単独募集がなくなったことでしょ

う。でも新部門募集になっても応募

可ですので，これまでと変わらずご

応募ください。半世紀を経た当写真

コンクールですが，初期には，まだ

|司類のコンクールも少なく，今は著

名なIL1岳写真家も若かりし頃応募さ

れていました。次回はいよいよ50

回，今後より多彩で秀逸な作品が続
くことを願っています。

（平成の玉手箱）

イメージ東京駅を中心に半径

30kmの円を地図に描いてみると，

東北線の大宮，東海道線の横浜がほ

ぼ同じ距離にあることがわかります。

ところが，友人などと話をしていて

何畷も経験したことなのですが，ほ

とんどの人たちが横浜のほうが近い，

大宮はずっと遠いと言います。何が

原陵|なのかわかりませんが，共通の

イメージができ上がっているようで

す。ときどきゾッとなるのは，こう

いったイメージと実態を混同したま

ま私たちは物を考え，判断し，行動

しているのだろうな，と思うときで

す。ワールドカップ埼玉会場のおか

げで多少は改善されたのでしょうか。

でも交通案内の多くはイメージマッ

プだったし．。（山遊亭明朝）

⑭－林業技術No.7242002.7

《《《《《《《《協会からのお知らせ》》》》》》》》
◎日林協が「森林・自然環境技術者教育会」事務局を担当

「森林・自然環境技術者教育会」とは，森林・自然環境に関係する分

野でiJABEEすなわち，「日本技術者教育認定機構｣の技術者教育プロ

グラムの審査やその活動を支援するために,本年3月26日に設立された

新しい組織です。

具体的・実践的な活動に向け，その事務局を日林協が担当することに

なりました。

事務局長：専務理事根橋達三(a03-3261-5392)

事務局：阿部哲雄（壷03-3261-5283）

。「林業部門技術士会」の事務局も担当

「林業部門技術士会」（会長：弘中義夫）の事務局は，6月20日以降，

これまでの(剛林業土木コンサルタンツ様からH林協が引き継ぎました。

事務局長；専務理事根橋達三(aO3-3261-5392)

事務局：阿部哲雄（公03-3261-5283）

◎その他よくお問い合わせをいただく部署について…

＊本会会員事務担当：丑03-3261-6692

＊書籍・物品等の販売受付け担当：丑03-3261-6969

r林業技士事務局」･･･林業技士養成研修の担当:aO3-3261-6692

r研修室」“･空中写真セミナー等の研修の担当:aO3-3261-5283

r空中写真室」･･･空中写真等の販売受付け担当：丑03-3261-6952

「'二|本林業技士会」様･･･林業技士有資格者の職能団体:aO3-3261-5286

'1|剛il会||ﾘの闇う|劇ご|§|きlil
◎海外出張（派遣）
6／1～7/30，増井国際事業部

次長水品主任研究員，セネガル
マングローブ調査，同国。

6/11～18，坂本国際事業部長，
久道国際事業部次長，トルコ事前

調査，同国。

6/19～21，弘中理事長，6／
18～22,望月情報技術部長，和Ⅱl

課長，加藤主事，アジア東部地域
森林動態把握システム整備事業，

I↑1国。

7／1～30,小原理事,セネガル

国マングローブ調査，同国。

◎技術研究部関係業務

6/21,於本会，「水源地森林機

能研究会｣平成14年度第11回|委員
公蛤
云。

◎番町クラブ6月例会

6/17,於本会,東京電力株式会
社企画部長･佐竹誠氏を講師とし
て「最近のエネルギー問題～環境

問題と電力自由化を中心として

～」と題する講演および質疑を行
った。

林業技術第724号平成14年7月10日発行

編集発行人弘中義夫印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。

〒102-0085束京都千代田区六番町7TELO3(3261)5281(代）
振替00130-8-60448番FAXO3(3261)5393(代）

【URL]http:"wwwjafta.orjp
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名_ス］
目的：

対象者：

期間；

申込期限：

会場：

惇講料：

苧緬“……T戸祠ー~一一壷軍一謝丁－…………L'↓’‘

平成14年度公刷研修
F

_ﾖｰｰ---"･曹凸?＝ワー勺一,､--,-,?,マーー不F--T,－－F』---…』F皇---,”…『,ﾏ,口『---.蒔一

主催：（財)林業土木コンサルタンツ
字‘~。－一一二一ー一

士■石､流一の；調、沓と『対策‘
－－円‐‐．．_，一』‐‐‐p‐－－ざ－．F？ー・・Fq－．-．一一・壱戸－，弓…一.－－凶…『一脚

土石流、流木災害を防止するための調査法と対策工法及び構造物

安定計算と設計に関する専門的知識の習得

本技術分野に関する森林土木技術者(30名以内）

平成14年9月30日(月)～10月4日（金）

平成14年8月30日（金）

(財)林業土木コンサルタンツ技術研究所

4万円(受講料の他に別途宿泊費が必要）

、

ノ

6－ス2
－＝一

再

;，蔦”木魂

宅

造:林置橋:廓讓壽Fど~葹~ﾃ王砺
一色一窃問師一■｡■－酋8毎ー■口酬･一

一M…一…意‘－－=母~：謡…国幽唖＝璽喧一癖0録臥菩…
毒

目的：景観に優れ自然への負荷が少ない木造林道橋の設計と施工に関する

専門的知識の習得

対象者

期間

申込期限

会場

達講料

名一ｽ3
目的：

対象者：

期間：

申込期限：

会場：

受講料：虐

本技術分野に関する森林土木技術者(30名以内）

平成14年10月7日(月)～10月11日（金）

平成14年9月6日（金）

側)林業土木コンサルタンツ技術研究所

4万円(受講料の他に別途宿泊費が必要）

一㎡，

公益的機能増進のだめの森林整備

森林が有する水土保全や生物多様性保全などの公益的機能を高める

ための森林整備に関する専門的知識の習得

本技術分野に関する森林土木技術者(30名以内）

平成14年10月21日(月)～10月25日（金）

平成14年9月20日（金）

側)林業土木コンサルタンツ技術研究所

4万円(受講料の他に別途宿泊費が必勤

問い合せ先：(財)林業土木コンサルタンツ技術研究所

〒370-0851群馬県高崎市上中居町42-1
TEL;O27-330-3232FAX:O27-323-3335

URL:http://www.jfec.or.jpE-mail:g-infO@jfec.orjp
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全安全、そして人と自然の調和を目指して。を人 して

巾広い適用書獣
ノウサギ、カモシカ、そしてシカに拙避効果

力認められた初めての散布タイプ隠避剤で志

散布が簡単
これまでに無(､ゾル剤て:シカ､ノウサギの|封

幹部分の皮糸llぎ被害に-j儲防散布が行えま1-。

長い効果
薬波は熱'.<乾燦し､降雨による流亡がなく

食需を長jUlにわたって防止します。

安全性
消効成分のジラムは、殺菌剤として腿年使lll

されてきた低謙性薬剤で普通物て．す。

野生草食獣食害忌避剤
農林水産省登録第17911号

訂■ファ画水和剤
造林木を野生動物の食害から守る

少、1

1販売肥大同商事株式会社製造保土谷アグロス株式会社
本社／〒|05-0013東京都港区浜松町｜丁目10番8号(野田ビル5F)

東京本社03(5470)8491W/大阪06(623I)2819/九州092(76I)ll34/札幌OII(563)0317
カタロクtﾉ)ご摘JIﾐは、上,把椛所へどう恩， 蕊’

〆

100万本出荷達成11

1食害された苗木にへキサチュー
保育事業に最適です

L

，食害された苗木は早期に復活します

.改植(地ごしらえ・苗木・植栽費)は不要

，かぶせる時期は選びません

｡育てたい本数にだけかぶせてください

食害完全防止・驚異的成長促進・下刈り軽減

雪害防止・活着率向上・植栽本数大幅カット
トータルコストダウン・野生動物と共存

Jhttp://www.hexatube.com

誤伐防止

管理軽減

挑掘感M臆欝
営業部京都

613-0034京都府久世郡久御山町佐山

西ノロ10－1日本ファミリービル

(tel)0774-46-1351(fax)0774-48-1005
ヘキサチューブを被せて大きくなった食害苗木

~、

ノ



カールツァイスの伝統を受け継ぎよりハイレベルな

フットワークと高精度を実現!-Trimble調⑧⑨D隅

ミラーを必要としないノンプリズム

機能

ノンプリズムで3ミリの高精度

レーザーポインター標準装備・

測距･測角と同軸で確実に計測ポ部

ン卜を確認

賛肉を削ぎおとし蕊精度を保ちなが
~一

らの軽量化

※もともと小さいボディだからケースも

小さくなりました。レベルのケースぐら

いの大きさ力標準となっています。

<Trimble3303DR,3305DR

蟻
"伽J"I

一坪

←＝国＝=

ポイント。連続モード、コスト削減の徹底追求、

面積・線長測定に特化、21世紀の先進デザイン

ベストセラーモデルPLANIX7が、ポイント・連続測定機能を得

て、さらに使い易く、高性能に進化。

拳"………"…HA/VIXZOS
●PLANIX10S．．…･…¥98,000

mmble3303DR,1rimble3305DR,TTimble33060R

高精度ノンプリズム機能塔載

ブﾘｽ'ﾑを測点に設置しなくても．計Mll

ポインl)を直接照射して測距できますb

危険区域や立ち入り禁止IX域にあづてミ

ラーが設置できない計測ポイントには、

ノンプリズムでの測職謡薗です。
、加ble3300DRは、ノンプリズムでも

非常に高い精度を誇ります。

2mm+2ppmプリズムモード
3mm+2ppmノンプリズムモード

レーザーポインター標準装備

Iiimble3300DRは､レーザーポｲﾝﾀー

を標準郷附しています。

ﾚ･-ザーポィン:ダ舅餓l1"･測距と剛lll

なので鯉その照射ポイント低計測ポイ罫

蕊識蝿
1,と同一ですも

レーザーポイン

蝋に砺忍できます回

測角精度5独溺距精蕊2mmの
高精度を約束する

アブソﾘｭー ﾄｴ難ｺー 舜ー 搭載

このコンパクトなボディから測角精度5

秒､測距精腰2mm"pm:(効率'聯）
をたたき篭し驚弗捌鯛職高級朧に
用いられるr灘”11戸ﾙｴﾝｺー ‘ー
を採用。。

－腱職鼎鋤って:も電源を切る前の淘膨

を記憶している啄蔭ゼロセッ卜をやり
臘す必要があ.りません運

¥1,1007000

__錘＝

=零

g~WAM/aMAタマヤ計測ジコデム椛式会社L＝輿lノMVlノ、′、〒104-0061東京都中央区銀座4-4-4アートビルTEL.03-3561-8711FAX.03-3561-8719

タマヤの取扱製品についての詳細は、ホームベージでもご覧いただけます。http:"www.tamaya-technics.com
sales@tamaya-technicscom



読みつがれて20年、待望の21世紀新版(3訂版)ができました／

森と木の質問箱小学生のための森林教室
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●編集・発行(社)日本林業技術協会

●A4変型･64ページ・4色刷

嚢定価［本体価格650円十税]･〒料別
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ﾐ室
世

蝿森林環境教育への取り組みにも

最適の教材本〃
画
衛
ま
で
砂

子どもたちの疑問に応える形で，樹木森林についての知
識，国土の保全に果たす森林の役割緑化運動，林業の役割・

現状，木のすまいの良さ，日本人と木の利用，生態系に果た
す森林の役割地球環境と森林，等々について，平易な文章
イラスト写真でやさしく面白く説き明かします。

己
璽
嘱
腰
陛
時

潔壮師漁人日本体国技妬13会

黙』

《本書の構成》

約腱箇はどんな讃をしているの？’5世界にはどんな森林があるの？
淵采の名まえをたくさん覺えたいのですが？’6X壬猟美嫌撒とはどんな森林なんだろう？
木はどのくらい藍きして大きくなるのかな？17木とはどんな生き物なんだろう？

おし

森が教えてくれることってなんだろう？18．木から聞こえるのはなんの音？
しゆるい

森にはどんな楽しいことがあるの？19．木にはどんな種類があるのかな？
みどり13ね

緑の羽根とはなんだろう？20むかしから木はどんなものに使われてきたのかな？
さとや狸 くす、

里 山とはどんなところ？21木からは薬などもつくられるの？

森にはどうしてたくさんの生き物が産めるのだろ？22大きな木の建翰にはどんなものがあるのだろう？
遜誰みず 刀マ す

森林にふった雨水はどこへいくの？23．木を使った住まいはどんな住みごこち？

熱篤聯の鯉や秒ばくの;雛にどんなことをして24山が鳧れないようにどんなことをしているの？
いるのだろう？25罐とはどんな在箪をしているのかな？

おんだん力、ふぜ 1J.庭ら りんきょうしごと

森林は地球の温暖化を防ぐためにどんな働きをし26林業の仕事をしている人たちはどんな苦労があるの？
もくたん

ているのだろう？27．木炭にはどんなパワーがあるのだろう？

茱蔚が鶯蔚こやさしい貧證というのはどんなこと？28話はどのように役だっているのだろう？
＜

森林は私たちの暮らしをどのように守っているのかな？

日本にはどんな森林があるの？君たちへのﾒｯｾｰジ--21笹免の森林のすがた
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●ご注文はFAXまたは郵便にてお申し込みください｡

〒102-0085東京都千代田区六番町7TELO3-3261-6969

牡)日本林業技術協会普及部販売担当行き

平成年月日

冊注文します。

FAXOS-SES1-BO44

注文薑匿 を

いずれかに
○印を

お届け先住所・連絡先ふりがな

T

1公費

2.私費
ご氏名

皿

※お支払いは、図書送付とともに同封の
請求書によりお振り込みください。 剛’

※B0冊以上のお申し込みは送料は当方が負担します。
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